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午前１０時００分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら、令和２年第１０回美幌町議会定例会、

第２日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、７番馬場博美さん、８番古

舘繁夫さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を

申し上げます。 

本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。朗読については省略させていただきま

す。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 一般質

問を行います。 

昨日に引き続き、通告順により発言を許

します。 

６番伊藤伸司さん。 

○６番（伊藤伸司君）〔登壇〕 それで

は、議長よりお許しをいただきましたの

で、一般質問に入らせていただきます。 

大きな一つ目に、美幌町における農作物

に対する被害対策ということで、一つ、ジ

ャガイモシストセンチュウ対策について。 

二つ目は、農作物の害獣被害対策につい

てであります。 

それでは、一つ目からいきます。 

ジャガイモシストセンチュウ対策につい

て。 

美幌町における農用地は、食料の安定生

産、安定供給をする観点から必要不可欠な

資源であるとともに、農業生産が行われる

ことで、経済的にも多面的な機能が発揮さ

れるものと考えております。また、適正な

輪作体系を維持することで、収穫量の確保

及び病害虫の発生を防ぐことができると思

われます。 

平成２７年８月、網走市におきまして国

内初のジャガイモシロシストセンチュウが

発生し、本年、女満別地区においてもジャ

ガイモシストセンチュウの発生が確認され

ました。当町に隣接する地域でもあり、感

染が危惧されているところであります。 

そこで、美幌町ジャガイモシストセンチ

ュウ等対策協議会会長でもある町長にお伺

いいたします。 

ジャガイモシストセンチュウ等につい

て、例えば、車両洗浄装置の増設や、農業

者だけでなく一般町民向けの畑地侵入防止

告知等、本町での発生を想定した危機管理

マニュアルや侵入防止強化策等についてお

示しください。 

続いて二つ目、農作物の害獣被害対策に

ついて。 

近年、美幌町における農作物害獣被害は

看過できないのが現状であります。メイン

の対策として、関係機関を通じ猟友会の協

力で駆除をしていただいておりますが、本

年度のヒグマの駆除実績と出没実態をお教

えください。 
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また、猟友会のメンバーも減少傾向にあ

ると伺っておりますが、今後も農作物の被

害を最小限に抑えるために、新規狩猟免許

取得のための助成金を支出する考えや担い

手育成セミナーなどを開催する考えについ

てお示しください。 

昨年１２月に一般質問しましたヒグマ対

策としての強化型電気柵は、一般人にも危

険が及ぶとして導入は難しいとのことでし

たが、最近、モンスターウルフという追い

払い型ロボットが開発され、導入事例も全

国で拡大しております。 

道内では滝川市が導入し、貸出し以降、

害獣出没がないとの報告もあり、美幌町内

では数年前より、農家個人が１０体ほど導

入されております。ヒグマに関して忌避効

果１００％と高い効果が期待できます。 

美幌町で導入し貸し出す、または導入費

の助成など、町長の考えをお示しくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 伊藤議員

の御質問に答弁いたします。 

美幌町における農作物に対する被害対策

について。 

ジャガイモシストセンチュウ対策につい

てでありますが、ジャガイモシストセンチ

ュウ及びジャガイモシロシストセンチュウ

の侵入防止や蔓延の防止などの対策につい

て協議・推進するため、ＪＡや農業改良普

及センターなどの関係機関で構成された美

幌町ジャガイモシストセンチュウ等対策協

議会が設置されており、発生状況により、

幹事会を含め随時開催されております。 

本町の今までの具体的な対策としまして

は、他の病害虫を含め、外部からの土壌病

害虫の侵入を防ぐため、交通量の多い道路

に隣接する２５か所の圃場に立入禁止看板

をＪＡとの費用折半により設置しておりま

す。 

また、美幌町、津別町、大空町のＪＡな

どの関係機関で構成された三町農業推進協

議会では、毎年、３町の生産者と農業機械

メーカーへ、ジャガイモシストセンチュウ

の侵入防止啓発用パンフレットを配布して

おります。 

マニュアルにつきましては、ジャガイモ

シストセンチュウが発生した場合の初動に

ついての対応マニュアルを定めて対応して

きております。 

今回、女満別地区でジャガイモシストセ

ンチュウの発生が確認された際は、美幌町

ジャガイモシストセンチュウ等対策協議会

幹事会を２回開催して対応を協議した結

果、ＪＡを通して生産者へ侵入防止の取組

の徹底について文書により周知するととも

に、引き続き情報共有をしていくこととし

ました。 

侵入防止強化策等につきましては、車両

洗浄装置の増設までは考えておりません

が、対策協議会において、生産者や農業機

械メーカーなどへの車両洗浄の徹底の呼び

かけ、町民や町外者に圃場への立入禁止の

周知、発生予防対策の周知、抵抗性品種の

導入など、幅広く実施していく考えであり

ます。 

今後も関係する機関などと情報共有を図

りながら、引き続き対応してまいりたいと

考えておりますので、御理解をお願いいた

します。 

次に、農作物の害獣被害対策についてで

ありますが、まず、本年度のヒグマの駆除

実績と出没実態につきましては、現在まで

駆除頭数が３頭、出没の情報が１８件とな

っております。 

ヒグマ、エゾシカなどの有害鳥獣の駆除

等は、猟友会会員において実施していただ

いているところであり、本年４月現在の猟

友会会員数は４０名で、平均年齢は５８歳

となっております。 

会員の中には、仕事の都合もあり駆除等

に参加できないときもありますが、年間を

通してエゾシカの一斉駆除も含め、会員の

皆様に積極的に駆除等に参加していただい
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ております。 

新規狩猟免許取得のための助成につきま

しては、このような猟友会の会員数や年齢

構成、活動状況から助成することは考えて

おりません。 

なお、担い手育成セミナーなどにつきま

しては、今後、若手の人材育成も必要とな

ってくることから、町とＪＡ、猟友会で構

成される美幌町鳥獣被害防止対策協議会に

おいて検討したいと考えております。 

御質問のヒグマ対策につきましては、現

状では、引き続き猟友会への協力依頼と箱

わな設置による捕獲に努めてまいります

が、モンスターウルフが町内の個人での導

入や全国でも導入されている事例があるこ

とから、効果の持続性や有効性について、

調査・研究をしてまいりたいと考えており

ますので、御理解をお願いいたします。 

以上、答弁をいたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） それでは、御回答

をいただきましたので、再質問をさせてい

ただきます。 

センチュウ対策として、近隣３町の農業

関係者への侵入防止パンフレット等を配布

しているとのこと、また、美幌町内の侵入

防止対策として、町長を会長としたセンチ

ュウ等対策協議会が設置されており、必要

に応じ開催し対応しているということで理

解いたしました。 

センチュウというのはやっかいな病害虫

であり、平成２８年９月定例会で橋本前町

議が一般質問でセンチュウの説明をしてお

りましたが、基幹産業である農用地の問題

でございますので、いま一度説明させてい

ただきます。 

センチュウには、普通のセンチュウとシ

ロシストセンチュウの２種類があります。

普通のセンチュウ、これは簡単に言います

とＧＲと区分されて、シロに関してはＧＰ

と言われています。 

ＧＲに関しては、昭和４７年頃、後志地

方で発生が確認され、それが全道に蔓延し

ております。ＧＲセンチュウに関しては、

抵抗性品種も開発され、駆除という観点か

ら言えば、容易にできると推察されており

ます。 

ですから、斜網地区や、さきに発生した

ところでジャガイモを植えるようになった

ら、その発生地域で抵抗性品種を植えれ

ば、センチュウは成虫が害ではなくて、卵

がふ化して、茎に寄生して成長が阻害され

て、収穫量が半減もしくは３分の１程度に

なってしまうというものですので、その卵

が茎に寄生してもふ化せずに寄生して、影

響を及ぼさないという作用ですので、普通

のセンチュウにおきましては、今のところ

抵抗性品種がありますのでそれでいいの

と、それから、昭和５０年頃から試験場で

育種されているのですけれども、センチュ

ウ抵抗性の遺伝子を持たないと品種登録さ

れないという形になっていますので、今現

在、普通のＧＲセンチュウについては大丈

夫と言うとおかしいですけれども、結果的

に防止はできています。 

ですが、近年、網走市で発生が始まりま

したシロシストは、世界的にも、欧米でも

３０年以上前から発生しているけれども、

結局、駆除もできない、抵抗性品種も育種

できない。ですから、世界的に大変困った

センチュウです。 

オホーツク管内の対策協議会とかで欧米

に調査をしに行ったところ、最終的にはそ

こで１０年以上イモをつくらないという対

策しかとれていないのが現状だそうです。

近年は科学も発達していますが、育種が進

んでいないのが現状であります。 

では、畑にジャガイモを植えなくてもい

いのではないかというのですけれども、美

幌町を初め、農産物は輪作体系といって、

三、四年回して、ジャガイモ、麦、ビー

ト、そこに豆が入るとか、そうやって病害
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虫の発生と収量の確保をしているのですけ

れども、一つ抜けることによっていろんな

弊害が出てくるので、できるだけ発生しな

いのが１番であります。 

先ほど言いませんでしたけれども、美幌

町、大空町女満別、東藻琴では出ておりま

すので、津別町は奇跡の地帯と言われ、未

発生でありました。 

女満別地区で今年発生したことによっ

て、より一層防止対策をしなければならな

いと思います。 

農業者におきましては、大体、乗用車で

もトラックでも、他町村に行くときはワー

クブーツを持って、必ず侵入防止対策を

し、それから、相手のところにも入らな

い、他町村の人も美幌町に来るときは畑に

入らない、もしくは、そういう侵入防止対

策をしている。それぐらいぴりぴりした感

じです。１度入ったら防止できないのが現

状であります。 

それと、このシロシストセンチュウが発

生以来、農水の管轄で土壌消毒を行いまし

た。発生以来３年ぐらいをかけて、駆除は

一応しました。土壌消毒で９５％は薬剤で

駆除できるのだそうです。 

しかし、今度はその薬剤が河川に流れる

という弊害が出て、暗渠管だとか明渠とか

用水路を通って海に流れるということで、

漁協とのトラブルが起きております。 

ですから、そう簡単にはできない。だか

ら、駆除の進行状況も進んでいない。 

発生地域が５００町あったけれども、対

策をして５００町減ったのですけれども、

その分また増えているのです。 

ですから、今現在、シストセンチュウも

解決できていない状況がありますので、大

変難しい病害虫でございます。 

先ほども周知徹底のことを言いました

が、今まで町とＪＡで侵入防止看板を設置

しておりますが、町民の方にもパンフレッ

ト等で周知していただきたい。山菜取りや

自家作物のために簡単に入ってほしくない

というのが現状であります。 

啓蒙活動は強化していただけるのかお聞

きしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（田中三智雄君） ただいまの

件でありますが、町民向けの周知というこ

とで、今後につきましては、広報に時期を

見て掲載したり、ホームページに掲載した

り、またＪＡにも協力いただいて、ＪＡの

ホームページなり、ＪＡも広報紙があると

思うのですけれども、そちらにも掲載して

いただいて、広く町民の方に周知していく

形で考えていきたいと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） よくわかりまし

た。 

国道沿いとかメインの道路には看板があ

るのですけれども、裏道に入るとないの

と、私も小さいものを自分で買って、助成

されていると思うのですけれども、設置し

ています。そういうものも含めて、今後強

化していただきたいと思っております。 

それから回答の中で、抵抗性品種の導入

などを幅広く実施していく考えとありまし

たが、本町の種イモ生産農家は、年々減少

傾向にあり、昨年までは大空町にお願いし

てきた経緯があります。センチュウが発生

したことにより、他町村に種イモの移動が

できなくなりました。 

ですから、もし美幌町で種イモが天候の

理由などで足りなくなった場合、大空町と

か他町村でセンチュウの発生地域からは来

ないのです。 

そういう観点から、町内の種イモ生産農

家を守るために、作業機と能率向上等の機

械導入への助成金等の対策を講じる考えが

あるかお伺いしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 町民への周知等に
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ついては、先ほど担当の主幹から答弁した

とおり、しっかりやっていきたいと思って

います。 

種イモの減少ということで、私も経済部

長をやっておりまして、そのときもかなり

シロシストで苦労しました。 

町に洗車するところが２か所ありますけ

れども、当時設置も含めてやらせていただ

いて、農家の関係者と報徳、瑞治、それと

大空の境界を走り回って、どうしたら防止

できるかといろいろ協議させていただいた

経過があります。 

そういった中で、農家の方々、それから

ＪＡの方と話した中では、やはり種イモを

どうするかということで、伊藤議員がおっ

しゃったように、もし美幌の種イモが枯渇

というか、なくなったら前へ進めないとい

う話をされておりました。 

そのことは私も十分聞いておりますし、

種イモ農家だけではなくて、生産にどうい

うことが有効か、それから、守っていける

かという部分については、ＪＡとしっかり

向き合った中で、また皆さんに相談しなが

ら施策を進めていきたいと思っております

ので、御理解よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） センチュウに関し

ては取り急ぎやらないと、直前まで来てい

ますし、前回の橋本議員のときにもお答え

いただいたようですけれども、美幌町の耕

作地、美幌町の畑を女満別の人が何十ヘク

タールとつくっておられるので、そういう

ことも含めて機械の移動や人間の移動を含

めて、侵入防止は重要であると思いますの

で、対策をしていただきたいと思います。 

それでは、次に害獣被害について質問さ

せていただきます。 

では、近年の鳥獣害と鹿について、熊は

先ほど聞きましたので、鹿等の駆除頭数と

農産物の被害額を把握している範囲でお教

えいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（田中三智雄君） エゾシカの

被害関係ですけれども、現在捉えているの

が、平成３１年度でいきますと、駆除頭数

が５８６頭、農業被害は面積でいきますと

２４５．２５ヘクタール、被害額につきま

しては、１,７９２万５,０００円の被害額

ということになっております。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 平成３１年度の鹿

の駆除頭数が、５８６頭ということは理解

いたしました。被害額も１,８００万円程度

ということで、非常に大きい数字だと思い

ます。 

農政では把握していなかったかもしれな

いですけれども、令和２年度の鹿の駆除に

ついては、私が聞いたところによると２７

５頭程度と聞いております。半数程度にな

っている。 

いろいろな要因があったと思うのですけ

れども、先ほど、ハンターの狩猟免許の新

規取得に対してとか、猟友会のメンバー等

の実績から、新規助成という考えは今の段

階では必要ないという返答をいただきまし

たけれども、現実に今年は頭数が半分に減

っているということで、被害額はまだ私も

捉えていませんけれども、それだけ被害は

増えていると思われます。 

ですから、ハンターの人数の維持、それ

から駆除数の維持を含めて、本当にこのま

までいいのか、お答えいただきたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 確かに、これ

から猟友会の会員数、年齢構成の今後を考

えるといろんな手段も検討しなければなら

ないと考えているところでありますが、答

弁させていただいたとおり、現在は年齢構

成、会員数等を含めますと、今のところ助

成等は考えていないところでございます。 
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また、令和２年度の駆除頭数は、確かに

昨年度と比べると減少してございますの

で、被害面積等が出た段階で、今後の方策

について、猟友会、ＪＡとも協議をしてま

いりたいと思いますので、よろしくお願い

したいと思います。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 答弁の中で、今の

ところ検討をしないということですので、

わかりました。 

皆さん知っているとは思うのですけれど

も、猟銃は、所持免許を持って、所持許可

証をもらって、買って、試験に受かったら

猟銃を所持できるのですけれども、１０年

間は散弾銃しか持てないのです。散弾銃だ

と、僕が知っている範囲では、鹿は至近距

離でないと駆除できないと聞いておりま

す。その辺を考えると、早目早目に手を打

っていかないとハンターの数が減る、あ

と、高齢になってくると移動や鹿を処理す

るのも大変になってきますし、やはり若い

人は、取って実働できる時期があると思い

ますので、検討を早くお願いしたいと思い

ます。 

次に、昨年１２月にも鹿柵の強化版で熊

の侵入を防止できないかということで質問

をさせていただきまして、それに関して

は、人体に影響があって、一般人の被害が

出たら困るという回答をいただいて、難し

いという話でした。 

先ほど、モンスターウルフという忌避型

撃退装置を提案させていただきました。こ

れは、七、八年前より音と光だけで試験を

してきて、それにオオカミ型のかぶり物を

つけて三、四年前から発売しております。

町内では７戸の農家が９体から１０体導入

されております。 

基本的には、熊の撃退は１００％と聞い

ております。設置の方法も含めて、鹿にも

すごく効果があるということで試験もして

おります。 

この会社が、今、網走の東京農大とチー

ムを組みまして、実際に設置前と設置後を

カメラを設置し、試験をしておりまして、

設置後はやはり来ない。音と光で忌避効果

をつくっているという話でございます。 

本当は駆除して個体数を減らすというの

が本分というか、早いと思うのですけれど

も、それが間に合わないのであれば、こう

いう忌避効果も含めて撃退するものが必要

なのではないかと思います。 

熊の駆除にしても、被害がないのであれ

ば無理やり駆除する必要もないけれども、

どうしても人家に寄って来れば撃退しなけ

ればならないです。 

箱わなの効率が悪いのではないかという

ことも含めてお答えいただきたいですけれ

ども、農家の人に聞くと、箱わなが小さす

ぎて入らないとか、えさは取るけれど捕ま

らなかった実例があるという話ですけれど

も、効率のいい方法は研究しているのでし

ょうか。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） 箱わなの

関係ですけれども、議員おっしゃるよう

に、なかなか捕獲できないのが実態であり

まして、昨年度は箱わなによって２頭、今

年度も２頭の熊を駆除しておりまして、全

体で８基設置しております。えさとして鹿

の駆除も兼ねて捕りまして、夏場は腐敗し

ますので１週間ごとに職員によって入れて

おりますけれども、熊は学習能力が高く、

なかなか親熊を捕獲できない実態でありま

す。 

箱わなにつきまして、小さいということ

で、２,７００ミリメートルの箱わなを持っ

ておりますけれども、今年度は３,６００ミ

リメートルの箱わなも新たに協議会で作成

していただいて、設置しておりますけれど

も、結果的に現段階ではこちらの思ってい

る以上の捕獲ができていない現状でありま

す。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ
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ん。 

○６番（伊藤伸司君） 鹿と熊は微妙な関

係ではあるのですけれども、先ほど、電牧

柵は結構導入されて、畑１面、３０、４０

と設置しているのですけれども、大体４ヘ

クタールとか５ヘクタールの畑をぐるっと

回すと３０万円から４０万円かかる。 

それは１枚の畑だけで、移動は簡単にで

きませんので、そういうことを考えると、

効率が悪くなっていると思うし、電牧柵

は、降雪があると雪で傷みますから秋に全

部外すのです。そして、春に作物を植え終

わったときに設置し直すのです。 

ですから、そういう労力の問題もあっ

て、最近、耕作面積が戸々で増えてきてい

ますので、増えた農家の方々も電牧柵を張

るのが労力的にも金額的にも大変だと言っ

て、このモンスターウルフを導入した人も

多いです。 

ですから、労力とかも考えて導入してい

る話なのです。先ほど、鹿等の害獣被害が

１,８００万円程度の金額があるということ

で、ある農家に聞きますと、春にやっとビ

ートを植え終わり、あしたの朝から電牧柵

を張ろうと思って、次の日の朝に行ったら

もう５反歩かじられていた。 

どこで見ているのかわからないというぐ

らいすばしっこく、また再移植して、春に

やっと植えて、今度は秋になると電牧柵を

破って熊が食べるのです。やられる人は鹿

と熊の両方にやられてしまうのです。 

被害金額もそうですけれど、安心して地

域で営農ができないという実状であります

ので、いろいろな害獣について、早期に取

り組んでいただきたいのですが、いま一

度、町長にお答えいただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 農業に係る被害対

策として、大きくは耕作している農作物

と、それから、耕作に携わる人々という、

人に対する被害の防止という形で考えなけ

ればいけないと思っております。 

鹿は農作物の被害、耕作被害を少なくす

ること、熊については、今まではどちらか

というと人的被害、要は耕作に来た方に対

して熊が危害を与えるという意味で、駆除

するということで説明をしてきました。 

近年、鹿と熊の被害については、伊藤議

員もおっしゃった農作物の被害をどう押さ

えるかということだと思います。 

今までの経過を見ると、最初は音で始ま

って、それから今度は入らないように物理

的な遮断をして、次は電牧柵というか、要

は刺激を与えて排除する。 

今、注目されているモンスターウルフを

テレビとか、今はユーチューブで調べたら

ほとんど美幌の方の記事ばかりです。 

見せていただいた中で感じることは、今

までは音で難しかった部分を、音と光でと

いう部分でいけば、今の時代に合った対

応、人と熊であれば、一般的にはお互い避

け合うということなので、そういうことを

考えたときに、モンスターウルフという形

がすごく注目されているのかなと私は受け

取っております。 

町として、こういうものに支援をすると

いう部分においては、答弁でお話ししまし

たけれども、今後どういう方法がいいのか

を見定めた中で、とりあえず今導入してい

る方がいるから、それをどんどんやりまし

ょうと、皆さんのお金を使ってやるという

ところまでは踏み切れないと考えておりま

す。 

ただ、そういうものが効果を上げている

ことと、農家の人たちにはスピードを要求

されている部分は十分に感じているので、

多分そういう対応するものもハイスピード

で出てくるのかなということで、その中

で、皆さんがこれで当面いきましょうとい

うことであれば、しっかり町としても応え

る対策をしていきたいと思いますので、調

べさせていただきたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） これで、６番伊藤
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伸司さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は、１１時といたします。 

午前１０時４２分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１１時００分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

１３番松浦和浩さん。 

○１３番（松浦和浩君）〔登壇〕 それで

は、さきに通告しました一般質問、介護・

福祉政策の拡充について、４点質問をして

おります。 

まず１点目、町長の重点政策にある福祉

施設等の拡充についてであります。 

介護・福祉施設について、町長の重点政

策に小規模多機能型居宅介護施設等の整備

とあります。 

高齢化が進む中において、施設のベッド

数や施設拡充の政策等お聞かせ願いたい。 

町内の地区別や自治会別の高齢者対応の

施設や独居高齢者の不測事態対応の施設配

置など、検討は可能なのかお聞かせ願いた

い。 

２点目、施設入所待機者の現況について

であります。 

施設入所待機者はもとより、家族の苦労

も多いのが現状であります。現在の待機者

はどのくらいの人数なのか、また、１日で

も早い対応・対策について、町長の考えを

お聞かせ願いたい。 

３点目、介護・福祉従事者の確保と所得

改善策についてであります。 

介護・福祉従事者の確保は万全なのか、

介護従事者資格取得支援事業補助金の成果

についてもお聞かせ願いたい。 

正職や登録ヘルパー等の労働環境や所得

の向上策が必要と思われますが、町長の見

解をお聞かせ願いたい。 

就労人口が減少していく中で、マンパワ

ーいわゆる人材の確保には、育成や待遇改

善が急務であり、福祉を産業と位置づける

労働対策としての将来構想も必要と思いま

すので、町長の見解をお聞かせ願いたい。 

４点目、第８期介護保険事業計画につい

てであります。 

２０２１年より２０２３年までの第８期

介護保険事業の計画で、第７期計画との比

較において大きな施策の変更点について、

介護保険料の改定が見込まれるのか、ま

た、基金の現状と見通しについてもお聞か

せ願いたい。 

以上４点、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 松浦議員

の御質問に答弁いたします。 

介護・福祉政策の拡充についてですが、

１点目の町長の重点政策にある福祉施設等

の拡充につきまして、施設のベッド数や施

設拡充の政策等ですが、特養や老健などの

介護保険施設については、広域型であるた

め、美幌町内での状況はもちろんのこと、

北網圏域全体での待機者や利用見込みなど

についても勘案し、介護保険料全体の今後

の推計も考慮する必要があります。 

小規模多機能型居宅介護施設につきまし

ては、地域密着型であり、利用者の状況や

希望に応じて、通所を中心としながら、訪

問や宿泊を組み合わせたサービスを提供で

きるものですが、令和３年度から５年度ま

でを計画期間とする第８期介護保険事業計

画において、介護保険料の推計を考慮しな

がら、国や道の補助金制度を活用し、民間

事業者による整備を盛り込んでまいりたい

と考えております。 

次に、町内の地区別や自治会別の高齢者

対応の施設や独居高齢者の不測事態対応の

施設配置などについてでありますが、介護

保険サービス量を見込む場合、日常生活圏

域を設定しますが、本町の市街地は役場を

中心に半径２キロメートル範囲に位置して

おり、それ以外に人口が集中している集落

はほとんどない状況となっております。 
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このことから、本町の日常生活圏域は数

か所に分ける必要がなく、町全体を１か所

の日常生活圏域と設定しており、広域型の

介護保険施設や認知症対応型グループホー

ムなどの地域密着型サービス施設について

も町全体の施設配置となっております。 

また、独居高齢者の不測事態について

は、地域包括支援センターが総合的な相談

に応じ、緊急時は緑の苑などにおいて短期

入所で受入れをしております。 

町としましては、緊急通報装置の設置、

配食サービス、乳酸飲料の配達、認知症高

齢者宅訪問による話し相手、民間事業者と

の見守りに関する協定など、関係団体と連

携を図りながら、引き続き様々な見守り体

制にて対応してまいります。 

２点目の施設入所待機者の現況について

ですが、特別養護老人ホーム緑の苑、介護

老人保健施設アメニティ美幌、認知症対応

型グループホーム４事業所を合わせた定員

２７２名に対し、待機者数は合計で５０５

名となっており、この中には、町外者、他

の施設との重複申込者、将来的に不安で事

前に申し込まれている方も含まれておりま

す。 

これら待機者の対応・対策等についてで

ありますが、高齢者が住み慣れた地域で医

療や介護、住まい、生活支援など、必要な

サービスを一体的に受けられるよう、国が

推進する地域包括ケアシステムのさらなる

充実に向け、小規模多機能型居宅介護施設

を整備するとともに、必要性が高まる生活

支援について担い手を増やすことや、介護

従事者の確保に取り組んでまいりたいと考

えております。 

３点目の介護・福祉従事者の確保と所得

改善策についてですが、厚生労働省による

と、介護人材は２０２５年度、令和７年度

には全国で２４５万人、北海道で１１万６,

０００人が必要と推計されており、毎年人

材を確保していく必要があります。 

介護職員は、かねてより給与水準が相対

的に低いこと、女性比率が著しく高い職場

であり、結婚・出産段階での離職率が高

く、本町においても同じような傾向にあり

ます。 

美幌町介護従事者資格取得支援事業補助

金につきましては、町内の介護人材の確保

及び資質の向上と定着の推進を図るため、

町内の介護サービス事業所、障がい福祉サ

ービス事業所または医療機関の業務に従事

する方に対し、資格取得等に係る経費の一

部を補助することにより、本町介護事業の

安定的な確保に資することを目的として、

平成３０年４月より実施しております。 

御質問の成果についてでありますが、実

績としまして、平成３０年度が７名、平成

３１年度が１８名補助を利用されており、

申請者及び事業所側から好評を得ていると

ころであります。 

次に、正職や登録ヘルパー等の労働環境

や所得の向上策が必要についてであります

が、介護人材の確保に当たっては、人材の

新規参入の促進と定着を図る取組が必要で

あり、参入促進、資質の向上、労働環境・

処遇改善の三つの視点から事業者とも連携

して、国・道・町が役割分担しつつ、それ

ぞれが取り組むことが必要であります。 

具体的な方策として、国は介護報酬改定

を通じた処遇改善の取組を推進、北海道は

介護保険事業支援計画を活用しつつ人材確

保に向けた取組を推進、町は必要性が高ま

る生活支援についての担い手を増やすこと

や、資格取得支援策など事業所の介護人材

確保に向けた取組を行っております。 

４点目の第８期介護保険事業計画で、第

７期計画との比較において大きな施策の変

更点についてですが、関連する国の基本指

針及び第８期北海道介護保険事業支援計画

素案において大きな変更はない見通しであ

ります。 

町の第８期介護保険事業計画では、さき

に述べたとおり、小規模多機能型居宅介護

施設整備を盛り込んでまいりたいと考えて
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おります。 

次に、介護保険料の改定が見込まれるの

かについてですが、社会保障・人口問題研

究所の本町の将来推計人口によると、令和

５年度における６５歳以上の人口は、令和

２年度６,９０２人に対して６,９１９人、

４０歳以上６４歳未満の人口は６,２０４人

に対して５,９２７人となり、第１号被保険

者が１７人増加する一方で、第２号被保険

者は２７７人減少する推計結果となってお

ります。 

このため、第２号保険料の減少や介護給

付費の増加が見込まれますが、今後、国が

示す令和３年４月１日以降の介護報酬改定

率を受けて改定となる見込みであります。 

また、基金の現況については、今議会補

正後の今年度末基金残高は４,４００万６,

０００円でありますが、第８期計画では第

７期の決算状況により、基金残高の繰入れ

を行い、第１号被保険者の負担抑制を図っ

てまいりたいと考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） 今回の福祉政策

については、今年の３月に予定していたの

ですけれど、事情があって飛んでしまいま

した。 

町長の重点政策の福祉施策の中に、小規

模多機能を導入したいとあり、答弁では民

間事業者との連携を取りたいということで

すけれど、これは具体的に第８期で可能な

のか。 

そして、ベッド数だとか規模について

は、今どのぐらいまで検討に入っているの

か、町長の政策でございますので、回答を

お願いします。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、小規模多機能型居宅

介護施設ということで、第８期に盛り込み

たいと考えております。 

美幌町には様々な介護保険のサービスが

ございますが、唯一この小規模多機能型と

言われるサービスがないということで、従

来からこういった施設が必要だという声が

ございました。 

今回、これを盛り込みたいと考えており

ますが、施設の規模につきましては、小規

模多機能型は、１ユニットが２９人以下と

いう一つの単位、決まりがありますので、

まずは１ユニット導入ということで考えて

おりまして、施設の整備につきましては公

募を予定しておりますので、民間の事業者

を公募によって、来年度整備してまいりた

いと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） １ユニット２９

名ということですけれど、今回の回答の中

で、町長に回答をしてもらいたいのですけ

れど、国や道の補助金を活用しという言葉

が入っています。たしか、平成１６年に美

幌町にできたグループホーム、平成１６

年、１７年と３棟できたときには固定資産

税の減免なりのうたい文句があったので

す。 

それは大庭町長のときに、グループホー

ム導入の際、若干支援したいということで

した。 

今回、平野町長は、小規模多機能型居宅

介護施設について同じような提案があるの

かどうか、町長の考えをお願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回、町長に立起

したときの公約の実現に向けて、今、民生

部長が申し上げました小規模多機能型の施

設を整備したいということであります。 

整備については、民間事業者でやってい

ただくことで進めたいという考えで、第８

期の計画に載せて、可能であるとまずは考
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えております。それは民生部長が言ったと

おりであります。 

今御質問の、要は国の補助以外で町の施

策として何か考えるかということでありま

すけれど、現時点ではこれをしたいという

部分よりも、ほかの状況がどういう形か、

やっていることもいろいろ考えながら、第

８期計画ができ上がるまでには一つの方針

を出したいと思っております。 

来ていただきたいとは言っても、はいわ

かりましたという状況ではないことも十分

承知しておりますので、美幌の実態をきち

んと御説明して、かつ、美幌でやることの

メリットと言ったらおかしいですが、事業

が成り立つための一つの考え、それから、

町としての考えを事業を募集するに当たり

明確に示していきたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） 美幌町が進めて

きたアメニティ美幌から始まった福祉施

設、土地の関係、そして、緑の苑もグルー

プホームも同じで、美幌町として福祉対策

の一環としてしっかり何かインセンティブ

をつけようという対策をやってきた形が今

の美幌で福祉が充実した町になった。 

療育園の国立療養所からの移管のときも

相当支援した。実際に、そのおかげで美幌

町は多くの福祉施設、団体ができました。

管内でも福祉の町に近いと言える町になっ

たと僕も思っています。 

ただ、まだ美幌町は人口２万人近くいま

すので、これからさらに人口の減少、そし

て高齢化率、あとは介護保険の適用認定率

ですか、それを考えていくと、福祉施設、

そして、福祉団体、地元以外の業者に相当

お願いしないといけない時期がくる。 

それを考えると、町長の政策である小規

模多機能型につきましては、やはり何か町

としての支援をきちんとやることが、先に

できた施設との公平感があると思いますの

で、ぜひその辺をしっかりと確認を取りな

がら、また、議会にかけないといけないの

であればきちんと議会にかけてもらいた

い。そういう形をとってでも、美幌町の福

祉を充実してもらいたいという思いがあり

ます。 

今後検討に入る第８期の中で業者の選定

についてもどうするのか。 

改めて聞きます。業者は１社だけを考え

ているのか、複数の業者と検討に入ってい

るのか。どちらなのか現在わかる範囲でお

願いします。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、どこか１社と特定し

て話を進めるということではなくて、先ほ

ども御答弁申し上げましたとおり、基本的

に公募をしたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） ぜひ、いい会社

がいっぱい公募されることを期待していま

す。 

次に、同じ質問の中に、私は福祉政策と

言いながら、美幌町は極端に言うと広い町

でございますので、答弁には一つの街だと

いうことが書いてありますけれど、昨日の

一般質問では、美幌町の自治会４０個を４

地区に分けて活動してもらうと、生活圏を

そういうふうに４地区に分けるぐらいの自

治会です。 

町民が作っている自治会は役場の課では

ないですから、自治機能を持っている自治

会を４地区に分けて活動しようということ

は、生活圏を４地区で考えようということ

ではないですか。 

そうであれば、福祉・介護の政策も、当

然、地区ごとに考える時期が来ると思うの

ですけれど、地区で考えないのか、一つの

街でいいのかということなのですけれど、

僕は分けるべきという意味で質問をしたの

ですけれど、一つの街で十分だという考
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え、再度それでいいのかどうか、返答をお

願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 地区のお話をして

いただきましたけれども、私は町長になる

前から地域コミュニティーを大切にしてい

きたいと論じていた人間であります。 

そういう意味からいけば、それぞれ細分

化したほうがいいですけれども、現実とし

て、それぞれの地域コミュニティーがしっ

かり成り立っていくのかという問題もこの

頃出てきております。 

結論から言いますと、私は、こういう介

護施設、福祉施設については、町の全体で

考えることでいいと思っています。 

ただ、そこに入る人たちに対しては、全

体で考えればいいでしょうけれど、今回の

福祉という意味からいけば、地域の人たち

が自分の住み慣れたところ、住み慣れた地

区から動けない方もいることもあって、そ

の辺を今後どうしていくかをきちんと考え

る必要があると思っています。 

ただ、人をどういうふうに動かすかとい

うことでいけば、今まではその地域にとい

う概念がありました。今、公共交通の詰め

をやっておりますが、地域にいろんな施設

をつくることがいいでしょうけれども、そ

れを皆さんのお金を使ってやるのは、これ

からの時代は難しいということを考えれ

ば、逆に動ける人は、そこに動いてもら

う、その動き方をどう考えていくかが大事

だと思っています。 

ただ、施設に入る方は、また別な意味で

そこの一つの集まりですので、そういう認

識を持っております。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） ぜひ、町長の考

えている地域コミュニティーについても十

分守りながら福祉政策をしてもらえるとい

う回答だと思いますので、動けない人、そ

して、そこに住まないといけないという人

もいると思うのです。 

また、今、各自治会もそうですけれど、

高齢者の対応について民生委員の方も相当

努力していますけれど、高齢化率が激しく

増えていますので、自治会の役員だけで対

応はできない。 

だからこそ全体でやらないといけないと

は思うのですけれど、それより地域は地域

で、自治会役員も地域から出ていますので

どうしても地域のことを考えます。 

だから、自治会の在り方と福祉の在り方

をリンクさせないといけないと思いますの

で、その辺を第８期の計画の中に入れるの

であれば、しっかりやってほしいと思いま

す。 

１点目の中でどうしても聞きたいことが

最後に１点。 

不測の事態については、緑の苑の短期入

所で受入れをしていると書いていますけれ

ど、現在ショートステイも含めて、短期入

所は相当きつい状態だと思うのですけれ

ど、緊急のときに受入れする枠が十分確保

されているのかどうか。 

本当に枠があるのかどうか、回答願いま

す。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまのシ

ョートステイの御質問でありますけれど

も、短期入所生活介護ということで、緑の

苑に２０床確保しております。 

こちらは、不測の事態ということであり

ますけれども、ショートですから、年間の

利用実人数としましては、平成３１年度の

実績としましては２５人が利用されており

まして、月平均で８名の方が利用されてい

るということでございます。 

困難事例でこちらを御利用されている方

を、緑の苑、恵和福祉会につなぎまして、

入所していただいている現状がございます

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 
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○１３番（松浦和浩君） それでは、緊急

避難のときは十分足りているということ

で、全然問題ないという回答でいいです

ね。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） 議員おっしゃ

るとおりでございます。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） わかりました。 

それでは、２点目に入ります。 

現在、美幌町にある、介護施設、施設サ

ービスの建物については大きく四つだと思

うのですけれど、現在２７２名の定員とい

うことで、待機者が５０５名で、重複して

いる方もいますが、だんだん増えていると

思うのですけれど、実際この５０５名のう

ち、重複者を外すと多分３００人の後半か

なと思うのです。 

その方が施設に入るのは、今現在、１年

で入れるのか、２年なのか、半年なのか。

順番も含めて、順番については入居する審

査会で決まるので、飛び越えて入ることは

ないと思うのですけれど、この辺はどのぐ

らいの日数がかかるのか。 

入居を三、四年待っているのか。 

その実態について、もしここで回答でき

るのであれば、ぜひお願いします。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまの御

質問でございますけれども、美幌町所在施

設の待機者数でございますが、御答弁申し

上げております５０５名というのは、町外

の方もいらっしゃいますし、施設に既に入

所されている方が御希望されている場合も

ございます。 

また、重複して１人の方が複数の施設に

予約をする、申し込みをするという部分も

ございますので、町内在住者で令和２年３

月末現在では、実人数としては１３３名に

なります。 

こちらは、１年なのか、３年なのかとい

うことでございますけれども、先ほどの繰

り返しになりますが、まだいつ入るか御本

人も計画を立てていない、すぐに入りたい

ということではなく、将来が不安だから申

し込む方も中にはいらっしゃいますので、

なかなか一概には言えないですけれども、

議員おっしゃるように、審査会で、各施設

で名簿を作成しまして、介護の度合いによ

りまして優先順位を作成されていると認識

しておりますので、こちらが何年とは言え

ないのですが、ケースバイケースになろう

かと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） よく説明はわか

るのですけれど、平均で何年ぐらい待つ

か、相当待っている方も聞いています。 

そういう人のためにあるのが福祉政策で

あって、把握していないではなくて、実際

半年で入れた方もいるし、すぐの方もいま

した。でも、待っても入れなくて困ってい

る家族もいるのです。 

だから、美幌町としてどのぐらい待てば

入れるか、極端に言えば、入るという言い

方はきついですけれど、元気になって退所

する方がいないといけないのに、元気にな

らないので心が痛いのですけれど、本来は

グループホームを含めて元気になって出て

くれという施設だったのですけれど、今は

看取りまでオーケーなものですから、緑の

苑を含めまして、町民の方々に美幌町の施

設は１年かかる半年かかる、そのぐらいは

今度の第８期のときに、入居待機者がいる

町として、しっかり確認すると言うと悪い

ですけれど、ある程度の月数を言わなけれ

ば、ほかの町の施設の申込みに皆さん結構

苦労しているのです。 

当然、ほかの町も地元優先ですから、そ

うなると、美幌町にもほかの町から来てい

ますけれども、同じことを繰り返している

のです。 
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この施設の在り方については、オホーツ

ク管内でと言いますけれど、足りなければ

オホーツクの市町村全部でベッド数を上げ

る努力をすべきだし、緑の苑の移転ときも

そうですけれど、枠はなくて、申請枠のま

まですから、地域できちんと話し合いをし

てもいいのかなと。津別町、大空町と。 

そういう形でいけば、我が町美幌町の町

民が、我が町の施設に入るのに１年かかり

ます、半年はかかります、どのぐらいかか

るかという言い方は悪いですけれど、その

ぐらいの明言はできないのかどうか。私は

すべきだと思うのですけれど、どうでしょ

うか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、施設の入所に当たり

ましては、先ほど主幹が御答弁申し上げま

したとおり、申込順で入れるものではな

く、判定会議を設けまして、その方が在宅

で過ごすことが難しいですとか、そういっ

た事情を考慮した中で、優先順位を決めさ

せていただいて、入所を決定しております

ので、そういう意味で、一概に何年とは言

えないということでございます。 

緊急の方であれば、申込みが遅くても、

早く入れる方もいるということでございま

すので、御理解いただきたいと思います。 

また、足りなければベッド数を上げては

どうかという御質問でございますが、介護

保険施設につきましては、先ほど御答弁申

し上げましたとおり、北網の市町村全体の

中で、ベッド数がどれだけ必要かというこ

とで今現在決定されているものでございま

す。 

当然、ベッド数を上げるということは、

その分のサービスが増えていきますので、

介護保険料にもはね返ってくるものでござ

いますので、本当に地域として必要なサー

ビスがどれぐらいかを見極める必要があり

ます。 

そういったことから、人口も減少してお

りますが、高齢者の人口も推計によります

と今ぐらいをピークに今後だんだん減って

いくということもありますので、そういっ

たことからも必要なサービス量を見込んだ

中で、そういったベッド数なり施設の整備

というものを今後考えていく必要があると

いうことでございますので、御理解よろし

くお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） 北網の中でのベ

ッド数の見極めを早くしたらいいではない

ですか。見極めできるなら見極めしていい

のではないですか。そのぐらいの英断が美

幌町にあっていいのかなと。どこかの町が

言わなかったらベッドは増えないです。 

緑の苑の増床の時だって、美幌町が枠を

もらったではないですか。申請枠として。

我が町が英断をもって上げたので申請枠を

取れて、網走でももらったではないです

か。小規模の。 

枠の申請をすれば動くのです。ですか

ら、少なくとも津別と大空と協議して、今

後の高齢者の施設についても、今のままで

いいのか、足りないのか、もしくは、やり

方があるかという協議をきちんとしてみて

はどうかと思うのです。 

その辺、町長どうでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 実人数で１３３人

がいつ入れるのかというお話をいただきま

した。 

答弁を繰り返すわけではないですけれど

も、審査会を３町でやっていますけれど

も、その中でどうするかを決めるので、基

本的に急ぐ方はきちんと対応されていると

私は理解しております。 

それで何年も待機される方がいるという

のは、それなりの何かがあるということ

で、もしそういう方が何人もいらっしゃる

というのであれば、それはしっかりその方

の分析というか、確認はしていきたいと思
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っています。 

私の知っている中では、審査会で美幌の

施設が難しいという方であれば、例えば、

本人がどうしても美幌から離れたくないと

いうのは別ですけれども、大空の施設と

か、津別の施設で全部調整をしています。

実際に私の母も津別町にお世話になりまし

た。 

そういう意味では、近隣とは調整はでき

ているという話でありまして、当然施設の

数が増えることによって、負担というか、

保険料に影響すること、今後のことを考え

れば、枠を取ることはいいでしょうけれど

も、そのことで施設として成り立たないと

いうことであれば、また困る話なので、そ

の見極めはしっかりしていきたいと思いま

す。 

私が間違った部分もあると思いますの

で、副町長から訂正も含めて答弁させてい

ただきます。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） すみません。 

ただいまの町長の答弁の中で、認定審査

会と判定委員会と混在していたと思うので

すけれども、認定審査会というのは、介護

認定のそれぞれ区分を認定するもので３町

でやっておりますが、施設の入所につきま

しては、３町ではなくて、それぞれの事業

所が判定委員会を持ちまして、入所者の順

位を決めているということで、まず、その

辺を理解していただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） 今、二つ目で手

厳しい言い方をしたのですけれど、私の周

りで、ほかの町からも施設の数、ベッド数

でどうしても苦しんでいる方々がなかなか

解消されない。 

この年になって、年が近い方の親が８０

歳を超えるとそういう話が聞こえてくるの

です。 

２０年前から見ると、介護を受ける方、

審査も厳しくなりましたけれど、圧倒的に

認定者が増えていますので、急ぐべきは施

設の在り方、そして、お金がかかっても町

民にきちんと説明すべきです。 

高齢者が多い地域になってしまったので

すから、その部分は町民にきちんと説明す

べきだと思います。 

その前提で、施設の在り方については拡

充すべきという考えで言ったつもりなの

で、その辺の趣旨は町長はわかったと思い

ますので、次に３番目に行きます。 

３点目については、介護・福祉の従事者

の確保と改善です。 

回答の中にも、所得の向上や労働環境の

改善が必要だと、私もそう思っています。 

ただ、美幌町単独の介護施策として、国と

道と補助政策の中でやっていますので、簡

単に割り切ってできることではないと思い

ます。 

ただ、住宅の確保だとか、生活環境につ

いての支援は例外でいいのかなと。 

美幌町の公営住宅は、今は２０軒から４

０軒、改修して空いているところも出てき

ています。 

美幌町としてそういうところにヘルパー

を一時入居させて生活を安定させるという

施策があってもいいのかなと。 

空いている公営住宅、もしくは住宅を、

美幌町以外から来る、看護師も町外から呼

んでいますけれど、そういう人たちの移住

定住についても、福祉関係の人たちにきち

んとした住居を貸してあげる。 

そういうところは、福祉の関係での検討

には入っていないのかどうか、何かありま

したらお願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 介護・福祉従事者

の確保ということで、国・北海道・町が役

割分担をしっかりしなければいけないとい

う答弁をさせていただいております。 

その中で、御質問の処遇改善の中でいけ
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ば、例えば、労働環境とか、所得の向上と

いうのは難しい。それは国にしっかりやっ

ていただきたいという中で、町としてしっ

かりやらなければいけないのは、育成と

か、確保、これは議員おっしゃるとおりや

っていく必要があると思っています。 

それをどうしていくかということにつき

ましては、今、美幌町として不足する人材

について触れていただきましたけれども、

介護だけではなくて、医療従事者、それか

ら介護従事者を併せて福祉という概念と、

それから保育士、そういう人材をどうして

いくかをトータル的に考える時期になって

いる。逆に遅いという思いではあります。 

その考え方を整理して、それぞれのとこ

ろに投げかけをしているものもございま

す。 

ですから、そういった中でいけば、近隣

からの人の取り合いとはならないとなる

と、当然、将来に向けて育成するという、

教育の中で、美幌から育っていく方が地元

に戻るとか、そういう考え方、それから、

他の地域から来てもらう、これは移住定住

の話に関係してくるのですけれど、そうい

うトータル的な見方をする必要があるとい

うことで整理をして、そういう投げかけを

し始めたところであります。 

そういった中で、からくりをしっかり整

理した中で、また皆さんにお示しして、御

意見をいただいてやっていかないと、１個

ずつをどうですか、どうですかと聞かれて

も、その中の答え方は非常に難しくなると

思いますので、今議員おっしゃられたこと

についてはしっかりやっていきたい、言う

ならば、育成と確保ということに対しては

やっていきたいと今の段階では思っており

ます。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） 地域の在り方が

過去と違って、右肩上がりの経済が続いて

いない寂しい状況になっているのは、もう

２０年以上前から出ています。 

その中で介護制度が始まって、結果的に

は各町村の予算、そして町民の負担も増え

る形になっている。その反面、施設に入れ

た方は少なくとも安心している方もいるの

で、そういうことを考えれば、施設の在り

方は地域にとって必要かなと。 

人材育成、教育、福祉、教育も福祉も日

本の政策としてはまとめて福祉政策と言い

ますので、福祉にお金をかけることで地域

にまたプラスになる、教育にお金をかけ

る、それが美幌町の１番の仕事かなと。 

逆に言えば、美幌町の中学生なりが、ほ

かの高校に行って福祉の勉強をして、そう

いう子供たちも美幌町に帰っておいでと、

インセンティブがありますよというのを、

今後しっかり施策で出すことを町長に期待

しますので、よろしくお願いします。 

それでは次に、重複しますけれど、４点

目の第８期介護保険事業計画に入ります。 

第７期が終わりかけていますので、過去

の第１期のときから介護保険料は随時随時

上がってきている。美幌町も最初のころは

安いほうに入っていて、今は若干中間より

上になったのかなと。 

美幌町は人口がまだ２万人を超えていた

ので、配分でいくと助かったと思うのです

けれど、回答の中で、第１号被保険者と第

２号被保険者の数が若干動く。そうなる

と、当然第２号の負担が増えるとなりま

す。なおかつ、階層ごとにまた増えるとな

りますけれど、給料が高額の人が減れば、

当然介護収入が減ります。ということは、

平均して低・中の所得の人の負担率が増え

るということになるのです。 

今でも相当きつい生活で頑張っている人

たちも保険料を払っていますけれど、それ

を考えると、今回の第７期の１年後の基金

残高は３,３００万円ぐらいでした。今回、

４,０００万円あるとなりますと、前回第７

期のときは若干ありましたけれど、この数

字でいったら第８期はこのままの金額でい
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けるのではないかと、僕はそういう感じが

するのです。 

その中に小規模多機能型の建物が一つ入

っても、おおむね大きな値上げなく基金で

いけるのかなと。ただ、基金がなくなる

と、後が大変ですけれど。 

今はコロナ禍で、経済が戻る見込みがわ

からない状態でいけば、第８期の保険料を

極力上げない方向で検討に入れるのかどう

か、お願いします。 

何か指標があればお願いします。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、第７期の基金残高が

約１,０００万円ございましたので、それを

全額繰り入れるということで保険料を算出

しております。繰り入れる予定で、本来で

あればそれはゼロになる予定だったのです

が、今現在の見込みでいきますと、４,４０

０万円ほどが残高として残っているという

ことですので、結果としていい方向、財政

的にはそういった状況にございます。 

今後の保険料についてですが、ただいま

議員がおっしゃった小規模多機能型のサー

ビスが増えていきますし、あと、その他の

いろんなサービスについても、今後３年間

を見込むことになります。 

その上で、介護報酬の改定も今後される

ということもありますので、今現在では何

とも上がるとか、下がるという見込みを申

し上げられないですけれども、そういった

いろんな要因を推計した中で、今後、保険

料が決定していくということでございます

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） 勘違いをすると

困るので、介護保険の基金を取り崩してな

くなった場合、一般会計からの繰入れは自

由ではなかったと思うのだけれど、簡単に

は繰入れできないですよね。 

その場合、繰入れする方法は何かあるの

でしたか。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） すみません。 

私もはっきり言えませんけれども、介護

保険の基金を取り崩して、なおかつ赤字が

出る場合は、先に借入れをして、次の介護

保険の改定時に保険料を上げて返済をして

いく形になりますので、一般会計からの財

政支援ではなくて、あくまでも独自の特別

会計の中で借入れをして、次の計画でその

分を保険料で上乗せして、返済していく形

になりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） 介護保険制度の

計算式を間違って、お金が足りなくなると

いうことは本来あり得ないですけれど、

今、景気が上向いていない状態を考えまし

たら、どこかでワンクッションを置くべき

だと。であれば、苦渋の選択で、据え置い

た中で取り崩しもやむなしと。 

その代わり、３年後借財があるのであれ

ば、その分を第９期、第１０期で返済する

だとか、そういう形でこの苦難の時期を乗

り越える形を取るのも、美幌町としての町

民に対する仕事かなと思います。 

部長が言ったとおり、国の政策がまだ１

００％おりてきていない。報酬についても

おりてきていない。 

３月議会になってやっとわかると思うの

ですけれど、３月議会で我々議会が質問し

ても間に合わないものですから、多分その

段階で提示されるのかなと。提示されてど

うしようもないことだけは避けたいなと。 

私は、介護保険制度が２０年前にできた

とき、平成１３年ですよね、制度が始まっ

たのは。 

このときから既に福祉の関係では相当厳

しい制度だということで、そのまま来てい

ますので、多くの町民が、福祉、介護施設

を使いやすくして、そして、負担金も多く
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なく、誰もが福祉豊かな美幌町に住んでよ

かったとするために、１月、２月、３月と

時間は短いですけれど、その辺の方針をし

っかりとできる余裕はあると思うのですけ

れど、今の基金の関係について、何か問題

点があるのかないのか。 

取り崩しについて危惧されることがある

かどうか。崩してしまうと大変だとか、今

の段階で何か問題点はあるのかないのか。 

あればお願いします。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） ただいまの介護

保険料の関係でございますが、先ほど部長

からお話ししましたとおり、サービスの

量、保険料の納付者についてはある程度見

込めますが、国の介護サービス費用の改定

がまだ見込めないということでございます

けれども、今後につきましては、高齢者も

増えますし、サービス利用者も増えるとい

うことで、当然増えることが想定されてお

ります。 

その中で、これから第８期の事業計画素

案がまとまりまして、年が明けてからパブ

リックコメント等で町民の方への御説明

と、議会にもお示しをしていきたいと考え

ますが、出てくるサービス料の公費負担を

除いた部分、保険料で賄う部分が出てきま

すので、その中で個々の負担にならないよ

うに、今お話ししました基金を最大限活用

させていただいて、被保険者の負担を抑え

る形で取り組んでいきたいと考えておりま

すので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） よくわかりまし

たので、残り時間が短いですけれど、高齢

者の不安を減らすため頑張ってもらいた

い。 

最後に、町長に一つだけ確認を取りま

す。 

町長の重点政策の小規模多機能型居宅介

護施設については、間違いなく進めてもら

いたい。進めるという町長の決意を最後に

聞いて終わります。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 答弁にも書いてご

ざいますけれども、小規模多機能型居宅介

護施設については第８期の中にしっかり載

せて、これを達成するようにやっていくこ

とをお誓いします。 

○議長（大原 昇君） これで、１３番松

浦和浩さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は、１３時１５分といたします。 

午前１１時５３分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 １時１５分 再開 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

１０番坂田美栄子さん。 

○１０番（坂田美栄子君）〔登壇〕 私

は、まず１点目、美幌町役場における職場

環境についてと、２点目は、教育行政につ

いて、２点通告してございますので、説明

をしながら答弁をいただきたいと思いま

す。 

まず１点目、美幌町役場における職場環

境について。 

パワーハラスメントの相談体制の強化に

ついて。 

職場のパワーハラスメントは、働く人に

とって心身に多大な影響を及ぼすだけでな

く、就業意欲の低下や離職率の上昇などを

引き起こす問題です。 

また、職場秩序の乱れや業務への支障が

生じたり、信用性にも悪影響を与えるおそ

れがある問題です。 

２０１６年に厚生労働省が実施した職場

のパワーハラスメントに関する実態調査に

よりますと、過去３年以内にパワーハラス

メントを受けたことがあると回答した者は

３２.４％で、前回、２０１２年の調査時の

２５.３％よりも増加しています。 
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このような状況の中、２０１９年の第１

９８回通常国会において、労働施策の総合

的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職

業生活の充実等に関する法律である労働施

策総合推進法が改正され、職場におけるパ

ワーハラスメント防止対策が事業主に義務

づけられ、２０２０年６月１日から、いわ

ゆるパワハラ防止法が施行されました。 

美幌町役場における相談体制と現状につ

いて、お示しをいただきたい。 

２点目、教育行政についてですが、その

中の、一つ目は、発達障がい者に対する支

援体制についてです。 

平成１７年に発達障害者支援法が施行さ

れ、自閉スペクトラム症や学習障がい、注

意欠陥多動性障がいのある子供たちを含

め、発達障がい者に対して早期に発達支援

を行う重要性が明記され、本人が困ってい

れば、障がいの程度にかかわらず支援の対

象となりました。 

今では発達障がいが広く認知されるよう

になり、理解も広がりつつありますが、学

校現場での支援は十分とは言えない状況で

す。 

支援を必要とする発達障がいのある子供

たちの数は増加を続けていますが、一方で

支援が手薄いというのが大問題です。 

他の障がいと同じように、発達障がいに

も手厚い支援が必要と考えます。 

本町の小中学校における現状と対策につ

いてお示しください。 

二つ目、電磁波過敏症の対策についてで

す。 

新型コロナウイルス禍によるＧＩＧＡス

クール構想によって、多くの学校でインタ

ーネットに接続するため、Ｗｉ－Ｆｉなど

の無線機器を整備することになりました

が、一方で電磁波が身体に与える影響を心

配する声があります。 

教育へのＩＣＴ活用自体は今後も積極的

に研究されていくべきものですが、同時に

子供の身体や脳への影響についても併せて

配慮されるべきものです。 

特に、子供は頭蓋骨が薄く、体内の水分

量も多いため、大人と比較して電磁波の影

響を受けやすいことは、様々な研究でも指

摘されています。 

大人は大丈夫でも、子供たちの発達に影

響を受ける可能性があるということは、教

育環境として配慮すべき重大なリスクと考

えます。 

本町における対策についてお示しくださ

い。 

以上、答弁よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 坂田議員

の御質問に答弁いたします。 

教育行政につきましては、後ほど教育長

から答弁いたします。 

美幌町役場における職場環境について。 

パワーハラスメントの相談体制の強化に

ついてですが、本町におきましては、この

たびのパワハラ防止法の施行を受け、これ

までの美幌町職員のセクシュアルハラスメ

ントの防止に関する規程を全面改正し、パ

ワーハラスメント、セクシュアルハラスメ

ント及びその他のハラスメントを総合的に

防止・排除し、ハラスメントに起因する問

題が生じた場合に適切に対応することを目

的とした、美幌町職員のハラスメントの防

止に関する規程を今年度制定したところで

あります。 

この規定では、ハラスメントに関する苦

情の申出、相談に対応するため、ハラスメ

ント相談窓口を設置することとし、相談窓

口となる担当職員につきましては、人事を

担当する主査及び総務部長が指名する職員

として、現在、保健師についても相談窓口

の担当職員とするなど、様々なハラスメン

トの内容に対して柔軟に対応できる体制を

取っているところであります。 

相談窓口において、苦情相談の申出を受

けた場合には、申出人及び関係者に対し事

情聴取や事実確認を行い、迅速に苦情相談
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に係る問題の解決を図ることはもとより、

特に問題解決を図ることが困難と認められ

る場合には、必要に応じてハラスメント処

理委員会を開催の上、職場環境等の改善指

示を行うなどの対応をとることとしており

ます。 

パワハラが問題となる背景には、上司部

下の価値観の多様化やコミュニケーション

の希薄化などがあると言われております。 

現状におきましては、相談窓口への直接

的な相談実績はないものの、上司部下の信

頼関係の不足からパワハラに発展する要素

は潜在的にあることも十分に考えられると

ころであります。 

職員は、ハラスメントをなくすためにお

互いの人格を尊重し、対等なパートナーと

しての意識の下に職務を遂行することはも

とより、自分の気持ちや意見を率直に表現

する一方で、相手の意見も素直に耳を傾け

る、意見の食い違いがあっても、お互いを

尊重し合いながら共通点、妥協点をともに

探す努力をするなど、日常的に上司、同

僚、部下との信頼関係を大切にすることが

最も重要であると認識しております。 

また、あわせて、ハラスメントを見過ご

さないためには、困っている人を見かけた

ら声をかけることや、助け船を出すなどの

気にかけ、相談窓口への相談を進めるなど

の持ちかけなど、ハラスメントのない職場

づくりのために、周囲の人ができることを

行うことも重要なことと認識しておりま

す。 

現在、ストレスチェックによる高ストレ

ス者に対するケアや、今年度より見直しを

実施しました人事評価制度における年３回

以上の面談の義務化などにより、所属長が

職員の状況を把握するなど、職員間でコミ

ュニケーションが取れるような仕組みづく

りにも努めているところでありますが、今

後におきましても、職員がその能力を十分

に発揮できる勤務環境を保持することによ

って、質の高い行政サービスの提供ができ

るよう、ハラスメントに係る知識及び対処

等についての理解を深め、良好なコミュニ

ケーション、働きやすい職場の環境づくり

に努めてまいりますので、よろしくお願い

いたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君）〔登壇〕 教育行

政についてお答え申し上げます。 

御質問の１点目、小中学校における発達

障がい者の支援体制の現状と対策でありま

すが、各校では、実態把握と対策を講じる

ため、特別支援コーディネーターを中心と

して、個別の支援計画・指導計画、保護者

との面談等を行い、個の特性に応じた適切

な支援方法を検討し、習熟度授業などを取

り入れることで、担任だけでなく、全教職

員が共通理解の下で組織的な対応となるよ

う取組を進めております。 

また、図工や体育など、特別支援学級と

の交流授業の際には、特別支援員が補助に

入るなど、適宜対策を講じている状況にあ

ります。 

通常学級に在籍する特別な教育的支援を

必要とする児童生徒が増える中、本町で

は、平成３０年度から美幌療育病院の協力

により、作業療法士や言語聴覚士が普通学

級の授業を参観し、医療的な観点から教員

とのカンファレンスや保護者への説明・助

言を行い、児童生徒にとってふさわしい教

育環境の整備に努めているところでありま

す。 

また、特別な教育的支援を必要とする子

供に対しては、地域で一貫した相談及び支

援体制を構築する必要があるため、美幌町

特別支援教育連携協議会を設置して取り組

んでいるところであります。 

これまでも、民生部や専門家を交えた幼

小連携や中高連携は行っておりますが、乳

幼児から就労後までの支援体制を切れ目な

く行うことにより、個の特性に応じた適切
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な支援体制が図られるよう、関係機関が一

堂に会し取組を進めていくものでありま

す。 

今後とも、学校現場の多様性を確保しつ

つ、学校・家庭・関係機関・教育委員会が

一体となり、それぞれの特性に合った教育

的支援の充実に努めてまいりますので、御

理解願います。 

次に、２点目の電磁波過敏症における対

策でありますが、私たちが暮らす環境には

数え切れないほどの電磁波が存在しており

ます。 

現状では、町内全ての小中学校で電磁波

過敏症の有症者は確認しておりませんが、

今後、必要に応じて学校保健だより等で保

護者に周知するとともに、仮に有症者が出

た場合においては、家庭との連携体制を強

化した中で、電磁波遮断用専用グッズ等に

よる防御策を講じつつ、引き続き、国の指

針や基準などの動向を注視しながら、ＩＣ

Ｔ機器を安全かつ適切に利用していきたい

と考えておりますので、御理解賜りますよ

うお願いいたします。 

以上、お答え申し上げました。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） それでは、ま

ずパワーハラスメントの相談体制の強化に

ついてから再度質問させていただきます。 

パワハラ防止法が制定された背景には、

都道府県労働局に寄せられる相談増があっ

たり、近年は過度なパワハラが社会問題化

し、相談件数の増加と、それから、職場に

おけるいじめや嫌がらせの増加に伴って、

うつ病などの精神障がいを来す人も増えて

いる状況があると言われています。 

パワハラの判断は、線引きが難しいとも

言われております。 

美幌町でも、美幌町職員のパワハラ防止

関連規程を制定し、相談窓口を設置して

様々なハラスメントに対応できる体制をと

っているということであります。 

苦情・相談の申出を受けた場合、迅速に

解決を図る、職場環境の改善指示というこ

とも書かれておりました。全く心配する必

要がない、働きやすい職場環境づくりに努

めているということでありますが、相談窓

口の設置についてのお知らせや、知識を身

につける啓発活動はもちろん大切なことで

ありますが、表面的な施策になりがちとも

言われています。美幌町も例外ではないで

す。 

職員の行動、言動を変えるためには、よ

り踏み込んだ施策を行い、根本からパワハ

ラを防止するために必要な周知、徹底はど

のようにされるのか、まず最初にお伺いし

たいと思います。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） ただいまの御質

問でございますけれども、パワハラ防止の

基本的な考え方といたしましては、その言

動を受ける職員に精神的、また、身体的な

苦痛を与えて、その職員の人格、尊厳を害

するのみならず、当該言動を見聞きしてい

る周囲の職員にも精神的苦痛を与えて、職

員の勤務環境を害するというものでござい

ます。 

ですから、人権に関するものとして、職

員の利益の保護の観点から防止しなければ

いけないものと考えております。 

今、坂田議員がおっしゃられた部分につ

きましては、規程の周知だけではなくて、

今回の規程の中にもありますけれど、職員

の責務、また所属長の責務という部分をう

たっておりますが、そういう部分を各職員

に周知するということで研修等を開きまし

て、その内容を十分に職員それぞれに理解

していただくことが大切だと考えておりま

すので、定期的にパワーハラスメントだけ

でなく様々なハラスメントがありますの

で、時々に合わせて研修を実施していきた

いと考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 
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○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） 答弁いただい

たとおり、実行されていればパワハラ問題

は起きないと思います。 

近年は、上司、部下、同僚の価値観の多

様性もありますが、何といってもコミュニ

ケーションの希薄化によりまして意思の疎

通不足、信頼関係不足、それから、困って

いる人に声をかけられない環境、また、相

談できない環境、周りの人たちも見て見ぬ

ふりをする環境になっていないかというこ

とが１番大きな問題になっていると考えら

れるところではありませんか。 

特に、ハラスメントの問題は、１人で抱

え込んで悩んでしまうことも多いようで

す。誰でも安心して相談できる窓口や、相

談担当者、そういう人たちを十分配慮して

設置すべきではないかと考えております。 

現状において、相談窓口への相談実績は

ないとしながらも、上司、部下の信頼関係

不足からパワハラに発展する要素は潜在的

にあることが十分考えられると思います。 

１番大切なことは信頼関係ではないかと

思います。言葉で表現することは簡単なこ

とですが、それを実行することが１番難し

いと思うのです。 

そういうことをこれからどういうふうに

取り組んでいけばいいかということは、私

が言うことではありませんが、皆さんがこ

れから取り組もうとする内容の中にはある

のではないかと思います。 

ただ、１人だけで悩む、そういう環境を

決してつくらないことがこれからの大きな

課題ではないかと思いますが、その点につ

いて考え方があればお聞かせいただきたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 御答弁申し上

げます。 

今議員から、パワハラ対応について表面

的な施策になりがちではないか、また、信

頼関係あるいはコミュニケーションが不足

していることによって、パワハラに発展す

る可能性があると、そのような御指摘をい

ただきました。私自身も全く同感でありま

す。 

そういったことがないように、先ほど副

町長からも答弁がございましたが、今回、

新たに規程も設けまして、職員研修も考え

ていたのですけれども、コロナ禍の影響も

あってなかなか外部から講師をお招きして

の研修ができないということもございま

す。新年度には、しっかりと研修の機会を

設けたいというのが１点であります。 

それから、職員同士の信頼関係があって

初めてよりよい仕事ができると思います。 

また、コミュニケーションが不足してい

れば、職場内、グループ内もそうですけれ

ど、横の連携を図った上でいい仕事を進め

ていくことができないということでありま

すので、そこもしっかりとケアをしていか

なくてはならないと考えております。 

いずれにしても、行政サービスの担い手

である職員が働きやすい環境であるという

ことが何よりも大切であろうと考えており

ますので、パワハラに限らず、様々なハラ

スメントがあるわけですけれども、そうい

ったことが職場内で決して起きることがな

いように、また、役場以外にも様々な事業

所がありますけれども、行政としては全て

の働く職場においてハラスメント行為が行

われない、そういう健全な社会になること

が何よりも大切だと思いますので、そうい

った社会の実現に向けてしっかりとまずは

職場内の体制を強化した上で取り組んでま

いりたいと考えているところでございま

す。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） 今答弁いただ

きましたので、それに向かって進んでいた

だけるよう期待をしたいところですが、や

はりパワハラは、いつ・どこで・どういう
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形で起きるかわからない、想定できない問

題ではないかと思いますので、例えば、被

害者・加害者の問題だけではなく、誰にと

っても居心地のよい職場環境をつくらなけ

ればいけない問題だと思います。 

パワハラが続くと、被害を受けている職

員は仕事に集中することができませんし、

体調を崩したり、それから精神的な病で欠

勤が増えたり、最終的にはパワハラを理由

に退職を考えるようになったり、そうしま

すと、大切な人材を失っていく可能性は十

分あります。 

そういうことがないようにしていかなけ

ればならないと思うのですが、退職を余儀

なくされた人たちが、誰にも相談できなか

ったというわけではないかもしれません

が、ただ、本心を言えなかったり、一身上

の都合でやめざるを得ないという理由があ

ったり、家族の都合で退職をせざるを得な

いという状況に追い込まれてはいないかと

いうことも含めて考えていただければと思

います。 

最悪は、自殺を考えてしまうこともあり

得ますので、そういうことにならないため

にも、しっかりとした相談窓口、人材を配

置していく必要があると思います。 

それと、一つだけ残念なことを申し上げ

ますけれど、夢と希望を持って美幌の地で

働きたいと採用された人たちが美幌を去っ

ていく、そういう現状も見ているような気

がいたします。 

相談体制が整備されていながら、対応で

きなかったことについては、とても残念な

ことだと思っておりますが、組織的にしっ

かりとした問題解決、体制づくりをこれか

ら強化していただき、安心して働ける職場

環境を築き上げていくことを期待したいと

思います。 

パワハラについてはこれで終了させてい

ただきますが、本当に働きやすい、相談し

やすい職場環境づくりに向けて努力してい

ただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） ただいま坂田議

員から御指摘を受けた部分であります。 

ハラスメントが原因で有意な人材が集ま

らないとか、また、指導をちゅうちょし

て、人材の育成が十分にできないこと、

様々な要因がありますけれども、町民のた

めに質の高い行政サービスを提供するとい

うことは、この問題をきちんと解決してい

かなければいけないと思っております。 

ですから、職員個々がその能力を最大限

に発揮できる職場であるように、様々なハ

ラスメントの防止を十分に図ってまいりま

すので、御理解いただきますようよろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） それでは、発

達障がいに対する支援体制について、再度

質問をさせていただきます。 

インクルーシブ教育システム構築のため

に、全ての教員が特別支援教育に関する一

定の知識・技能を有することが求められて

いると思います。特に、発達障がいに関す

る一定の知識・技能は、発達障がいの可能

性がある児童生徒の多くが通常学級に在籍

していることから、必須の条件と言わざる

を得ないと思います。 

これについては、教員養成段階で身につ

けることが適当でありますが、現職教員に

ついては、研修等により基礎的な知識・技

能の向上を図る必要があると考えるところ

ですが、全ての教員が多岐にわたる専門性

を身につけることは困難なことから、必要

に応じて外部人材の活用も行い、学校全体

として専門性を確保していくことも必要で

あると考えているところです。 

そこで、特別支援コーディネーターを中

心とした活動や療育病院の協力を受けなが

ら、児童生徒にとってふさわしい教育環境

の整備に努めていることについては十分理

解をしているところです。 
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ですが、通常学校に在籍する教育的支援

を必要とする児童生徒が毎年増えてきてい

る状況は御存じのことと思います。各学校

の現場では、授業が組み立てられない状況

にあることも御承知でしょうか。 

このような状況に対して、支援体制、現

状をどのように認識され、対応しようとし

ているのか。 

それから、支援員として配置される人材

の確保はどのようにされているのかをお尋

ねしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） ただいまの通常

学級で特別な配慮が必要な児童生徒の関係

でございますけれども、１回目の答弁で申

し上げましたように、まず、その子が入学

した、進級したとなりましたら、特別支援

コーディネーターを中心として個々に応じ

た支援計画、指導計画等を作成して、それ

に基づいて授業を行っていくわけでござい

ますけれども、授業を行っていく中で、定

期的に全教職員でその子の状況を共有しよ

うということで、定期的な会議も設けてお

ります。 

また、教員個々の技量等につきまして

は、一つは教員養成段階で免許取得という

ことがございます。 

さらには、校内人事の中で、普通学級を

担当する教員もいれば、特別支援学級を担

当する教員もおり、その辺はローテーショ

ンだとか、適材適所ということで配置して

いるわけでございますが、そういった人事

配置による研修、さらには、校内的には公

開研究会等を通じた研修も行っている状況

にあります。 

現在、特別支援学級に対しては、支援員

を配置しております。答弁でも申し上げた

ように、交流授業等においては、支援員を

配置しながら普通学級でやっている状況

で、今年におきましてはコロナ禍というこ

とで、北海道で学習支援員を配置いただい

ている状況にあります。 

この支援につきましては、教員免許を有

している方もいらっしゃいます。こういっ

た方を活用しながら、そして、何と言って

も定期的に家庭と学校、ときによっては療

育病院等の関係機関、教育委員会も一緒に

入りながら、その子がどのような環境で教

育を受けることが１番いいかということを

常に検討、模索しながら、学年途中であっ

ても通常学級から特別支援学級への転籍と

いったことも柔軟に行っておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） 発達障がいの

児童生徒については、いろんな意味で支援

はされているかと思います。ただ、通常学

級に通っている子供の中で、なかなか授業

についていけない子供たちが増えてきてい

るのは事実です。 

１番問題なのは、低学年のときにいろん

な勉強を少しずつ理解して、ついていける

状況をつくっておかないと、学年が上がる

ごとにだんだん理解が難しくなってくると

いうことで、授業に参加してはいるけれ

ど、ただ教室にいるというだけの話で、理

解までいっていない子供たちがすごく増え

てきているのも現実として聞いておりま

す。 

そういう中で、先生方も授業をする上で

非常に難しいというのは現実としてありま

すので、例えば、そういう子供たちが１ク

ラスの中にどの程度いて、支援員が一人一

人にきちんとした対応ができるかどうか、

そういう状況も見極めていかなければいけ

ない問題ではないかと思います。 

しつこく言わせていただきますけれど、

低学年のうちにきちんとやれること、我慢

すること、それから、自分で努力するこ

と、いろんなことを自分でやるということ

を考えさせるためには、先生方にもきちん

とした知識を持っていただかなければ、適

切な教育はしていけないと考えているとこ
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ろです。 

担当の先生方もきちんと支援員の資格を

持って取り組まれていると思いますけれ

ど、中には人材不足のために資格を持たな

い先生たちもいらっしゃると思うのです。

そういう先生たちにも研修の機会を与え

て、理解をしていただくことが大事だと思

っています。 

先ほど教育長が言われたように、発達障

がいはそれぞれ個性があって、一律ではあ

りませんので、個々の特性に応じた支援体

制が大事だと言われましたけれど、個々の

支援体制を取っていくためには支援員を増

やしていかなければ、きちんとした対応は

できないと思いますが、その点について、

クラスの発達障がいの人数に合わせて対応

できる支援員をどのように確保していくの

か、考え方があればお聞かせいただきたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 支援の関係でご

ざいますが、まず初めに、通常学級で支援

が必要な児童生徒の数でございます。 

こちらにつきましては、令和元年度で３

小学校、７６４人の全校児童おります。普

通学級で７６４人、７６４人に対して９８

人が特別な支援が必要な児童ということで

ございます。率にしますと１２.８％であり

ます。 

平成２８年度の段階では８９８人に対し

て３４人でありました。児童数が減ってい

ることもありますが、支援が必要な児童数

でいえば、平成２８年度で３４人であった

ものが、令和元年度では９８人と大幅に増

えている状況であります。 

これに対して、支援員の状況であります

が、小学校合計でいきますと、平成２８年

度では全部で１２人おりましたのが、今は

１９人ということで、決して満足な人員配

置ではございませんが、状況に応じまして

増員を町にお願いして配置していただいて

いる状況でございます。 

また、支援員の研修といたしまして、毎

年、支援員の研修会、こちらは教育委員会

が主催して行っていますが、こちらには、

オホーツク教育局から指導主事に来ていた

だいて、特別支援教育の現状だとか、支援

員の役割、そして、重要なのが障がいのあ

る児童生徒の理解、障害のある児童生徒へ

の支援の在り方、さらには、なかなか支援

員同士の交流が限られてしまうこともあり

ますので、意見交換等の場面を十分に取っ

て、よりよい支援につながるように取り組

んでいる状況であります。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） 年々、発達障

がいが増えている原因は全くわからない状

況でありますけれど、発達障がいを持って

いると言いながらも、社会に出ることを目

的として教育をされていくわけです。 

そういう意味では、小さいときからの積

み重ねという意味で、支援員は本当に基本

的な、大事な立場の先生だろうと思うので

す。そういう先生たちをしっかり守っても

らえないと、子供たちはきちんとした成長

ができない。社会の一員として活動できる

状況になっていかないということにつなが

っていくと思うのです。 

そこで、教員の資格を向上させるために

重視すべきものは、管理職の教育に関する

知識ですとか、マネジメントですとか、認

識、こういうものをリーダーシップとして

発揮することが重要な課題となってくると

思いますので、例えば、教育委員会の主事

ですとか、校長ですとか、そういう人たち

にも発達障がいの認識をしてもらう。知識

を持ってもらうことも一つの方法だと思う

のです。 

そういうことで、皆さんで、学校全体、

地域全体でそういう発達障害に対する認識

がなければ、きちんとした成長をさせるこ

とができないのではないかと思っています
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ので、管理職等も含めて、研修の実施を考

えていただくことが必要ではないかと思い

ますが、その点についてはいかがでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 研修の実施の関

係でございますが、研修は今もやっており

ますけれども、当然これからも校内研修、

場合によっては、各学校を横断した研修も

必要とは認識しております。 

また、１回目の答弁で申し上げました美

幌町特別支援教育連携協議会、こちらの構

成員は療育病院、各学校の特別支援教育の

コーディネーター、美幌高校の養護の先

生、さらには、町内の幼稚園、保育園、そ

して、児童支援グループ、発達支援センタ

ー、幼児ことばの教室、さらに保健師、保

健福祉グループの障がい福祉の担当者とい

った町内横断的な組織を設けております。

こちらは、生まれてから就労するまで切れ

目ない支援を行うということでやっており

ます。 

その中で専門家の御意見等をいただくこ

とも一つの研修だと捉えております。 

そのことにつきまして、各学校・各職場

に持ち帰っていただいて、フィードバック

をしていただくことで、さらに職場内でも

浸透していく研修になると認識しておりま

すので、この会議につきましては、定期的

に学びの場として継続していきたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） その点につい

ては、きちんと対応していると感じており

ます。 

私の保育園でも療育病院の指導員が来

て、適切な指導をしていただいたりという

ことがありますので、そういう人たちもい

ろんな機会を捉えて指導の在り方ですと

か、コミュニケーションなど、子供の対応

の仕方を学んでいただいているようなの

で、今後もしっかりと取り組んでいただい

て、発達障がいの子供たちがしっかり成長

できる過程をつくっていただければ、準備

していただければと思います。 

美幌町はそういう取組をされております

けれど、取組をきちんとされていないとこ

ろもあると聞いておりますので、美幌で育

つ子供たち、発達障がいを持っていても成

長できる、そういう美幌町であってほしい

という思いを込めて、今回は質問をさせて

いただきました。 

今後とも、しっかりとした活動につなげ

ていただきたいと思います。 

次に、電磁波過敏症の対策についてで

す。 

ＧＩＧＡスクール構想は、登校できない

ときの代替措置として取られるということ

も認識しておりますし、不登校の子供たち

に学びの機会を提供できるという意味では

よい構想だと思うのですが、問題点も多々

あります。 

一つ目には、脳に与える影響です。 

大人でもＩＣＴ機械を使用すると、前頭

前野の機能が低下するという研究報告があ

ります。 

授業だけでなく、自宅に持ち帰って使用

することも想定していますが、小学１年生

からＩＣＴ端末を使用させることで、脳の

発達への影響は懸念されないのでしょう

か。 

その点についてはいかがお考えか、考え

方があればお聞かせいただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 電磁波の関係で

ございますが、御承知のように、今年ＧＩ

ＧＡスクール構想ということで、１人１台

のタブレット端末を整備しております。 

また、その関係で、校内にもＷｉ－Ｆｉ

環境を整えるということで、かなり強いケ

ーブルを引いているところでございます。 

電磁波過敏症の関係でありますけれど



 

－ 75 － 

も、今現在、町内の小中学生はそういった

症状はない状況でありますけれども、実際

に国内では大人でもそういった方もいらっ

しゃるという話も聞いておりますので、症

状が出たら適切に対応してまいりたいとい

うことと、あくまでも国の基準に沿った形

でタブレット等の配置をしている状況にご

ざいます。 

また、国の指針や基準等は、日々変わる

こともございますので、的確にその動向を

把握しながら、防止対策等を講じていきた

いと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） 日本の人口は

世界のわずか１.７％にもかかわらず、電力

使用量は世界第４位です。家庭でも職場で

も多くの電化製品に囲まれて生活をしてい

ますし、電気を使うと電磁波が発生しま

す。 

今後、ＧＩＧＡスクール構想によって無

線ＬＡＮが整備され、子供たちは学校でも

高周波・低周波、様々な電磁波に囲まれて

過ごすことになります。 

電磁波のうち、Ｘ線や紫外線などの有害

性は認知されておりますが、携帯電話や基

地局、家庭電気製品などから発せられる電

磁波の有害性は、いまだ判断の分かれると

ころです。 

これらの電磁波によって、頭痛、集中困

難、吐き気、痒み、蕁麻疹などの心身の不

調を訴える人が増えてきております。これ

が電磁波過敏症と言われています。 

国内人口における有病率は３ないし６％

と言われておりますが、電磁波過敏症で登

校が難しい児童生徒も存在しています。例

えば、札幌市、下田市、堺市などで個別対

応を取らなければならない状況になってい

る事例もあります。 

美幌では、電磁波過敏症の児童生徒は確

認されておりませんが、ＧＩＧＡスクール

構想が実施される中で、心身の不調を訴え

る児童生徒が出ることが想定されますの

で、例えば、電磁波のないエリアや教室を

用意するとか、教職員へ電磁波過敏症につ

いて周知するなど対策を講じておく必要が

あると思います。 

また、このＧＩＧＡスクール構想に基づ

いて１人１台端末環境が実現した後は、一

人一人の個別対応はできますが、使わない

無線ＬＡＮ、アクセスポイントのスイッチ

をつけるなどして、使用時間以外は電源を

必ず切るシステムづくりも必要かと思いま

すが、その辺についてはいかがですか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 議員おっしゃる

ように、実際にそういった事例が生じてい

るところでは、例えばアクセスポイントの

スイッチをつけるだとか、そういった対応

をしているということも伺っております。 

これから実際に運用していく中で、議員

おっしゃるように、例えば電波の届かない

部屋を用意するだとか、防護グッズを用意

するだとか、その辺は柔軟に対応していき

たいと思っております。 

また、この電磁波過敏症の関係でござい

ますが、いかんせん科学的根拠が明確では

ないところが一つ大きな悩みであります。 

そのような状況で、教職員・保護者への

周知に対しては、表現に配慮しながら周知

していきたいと思っておりますので、よろ

しくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） 今後は、ＩＣ

Ｔ関連機器を使った授業も増えてくる状況

にあると考えるところです。 

全ての教科で必要に応じて効果的にタブ

レット端末を使用することになると思いま

すが、長時間の使用をなるべく控えるよう

な形で授業体制を組んでいくことも必要な

ことかと思いますので、その辺も十分気を

つけた上で対応していただくように、子供
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の健康を重視し対応していただきたいと思

います。 

質問は終わらせていただきます。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 子供の健康が何

よりと考えておりますので、しっかりと学

校と教育委員会、家庭と連携しながら取り

組んでまいりますので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（大原 昇君） これで、１０番坂

田美栄子さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は、１４時１５分といたします。 

午後 ２時０７分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 ２時１５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

 １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君）〔登壇〕 それで

は、介護従事者の確保対策と第８期介護保

険事業計画、２項目について順次御質問い

たしたいと思います。 

まず１点目は、介護現場の現状認識につ

いてでございます。 

国の調査によると、２０２５年に約３０

万人の介護人材が不足する見通しが示され

ております。美幌町の介護現場でも慢性的

な人材不足が叫ばれており、高齢化の進展

により今後さらに要支援者及び要介護者が

漸増する状況にあります。 

美幌町における介護現場の状況をどのよ

うに認識しておられるかお尋ねいたしま

す。 

この項目の２点目でございます。 

介護従事者確保対策に就業助成及び住宅

準備助成等の拡充をということで、美幌町

では、医療従事者の確保対策として、幅広

い医療資格者を対象として就業支援補助金

及び住宅準備補助金の支援を行い、平成２

７年度から平成３０年度の４年間に看護師

ほか８職種で１１名の採用が実現しており

ます。 

介護職の離職率は高いと言われておりま

すが、平成３０年度介護労働実態調査によ

ると、全産業で１４.９％、訪問介護員及び

施設介護職の合計で１５.４％と、以前より

離職率はわずかな減少傾向にあります。 

介護職の離職理由として、一つ、職場の

人間関係に問題がある。 

二つ、結婚・出産・妊娠・育児。 

三つ、施設の理念や運営に不満、労働環

境など。 

四つ、将来の見込みがない。 

五つ、仕事量に収入が見合っていないの

順となっています。 

人材の不足感、大いに不足、不足、やや

不足、この三つを足すと全体では６５.

３％、適当は３４.４％でした。 

職種別で見ると、訪問介護員は最も高

く、８１.２％、介護職員は６９.７％と、

介護職員の不足感は年々上昇しています。 

１１月に町内の介護事業所８か所を訪問

し、施設管理者等とのヒアリングから多く

の施設で全国と同様に介護人材が不足して

いることが明らかになりました。 

こうした実情から、現在町が実施してい

る介護従事者資格取得支援補助金に加え

て、人材確保対策として医療従事者に準じ

て就業支援補助金及び住宅準備補助金の支

援を拡充すべきと考えますが、いかがです

か。 

また、美幌町の高校生が、町奨学金の貸

付けを受け、町外の介護専門学校等に進学

し、資格取得後、町内の事業所等に就職し

た場合、奨学金の返済を免除する方法も検

討すべきと考えますが、いかがですか。 

第８期介護保険事業計画の重点項目につ

いてお尋ねいたします。 

現在、第８期介護保険事業計画の策定作

業を進めていると思いますが、第７期の検

証、アンケート結果や介護事業関係者等と

の意見交換などから、今期は何を重点施策



 

－ 77 － 

として取り組むのかお尋ねします。 

また、先ほどの介護人材不足問題にも関

連いたしますが、美幌町でも通所サービス

の利用回数制限などサービスを受けること

ができない高齢者が漸増しています。 

こうしたことから、介護人材不足のため

の元気な高齢者の支援を得て、地域に居場

所を増やす、送迎つきのサロン、サークル

活動等のためにボランティアポイント制度

を創設し、積極的活用を図るべきと考えま

すが、いかがでしょうか。 

ボランティアポイント制度の制度設計状

況についても併せてお伺いします。 

要介護者の増加や介護度の重症化によ

り、施設利用希望の待機者は増加の一途で

す。通所・訪問・泊まりの機能がある小規

模多機能型居宅介護施設の整備により、要

介護者及び家族の支援にも貢献できるもの

と考えますが、町の取組状況についてお尋

ねいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 上杉議員

の御質問に答弁いたします。 

初めに、介護従事者の確保対策につい

て。 

１点目の介護現場の現状認識についてで

すが、厚生労働省によると、介護人材は２

０２５年度、令和７年度には、全国で２４

５万人、北海道で１１万６,０００人が必要

と推計されており、毎年人材を確保してい

く必要があります。 

介護職員は、かねてより給与水準が相対

的に低いこと、女性比率が著しく高い職場

であり、結婚・出産段階での離職率が高

く、本町においても同じような傾向にある

と認識しております。 

２点目の介護人材の確保に当たっては、

人材の新規参入の促進と定着を図る取組が

必要であり、参入促進、資質の向上、労働

環境・処遇改善の三つの視点から事業者と

も連携して、国・道・町が役割分担しつ

つ、それぞれが取り組むことが必要であり

ます。 

具体的な方策として、国は介護報酬改定

を通じた処遇改善の取組を推進、北海道は

介護保険事業支援計画を活用しつつ、人材

確保に向けた取組の推進、町は必要性が高

まる生活支援についての担い手を増やすこ

とや、資格取得支援策など、事業所の介護

人材確保に向けた取組を行っております。 

医療従事者に準じた就業支援補助金、住

宅準備補助金の支援拡充及び美幌町の高校

生に貸付け後、将来町内介護事業所に就職

した者への奨学金返済免除につきまして

は、介護人材確保の一つの手法と考えます

が、厳しい財政状況下において、他の業種

とバランスを取りつつ、制度の実績を踏ま

え評価をしながら、在り方などを見極めて

まいりたいと考えておりますので、御理解

をお願いいたします。 

次に、第８期介護保険事業計画について

ですが、現在、令和３年度から５年度まで

の計画期間である高齢者保健福祉計画・第

８期介護保険事業計画を策定しているとこ

ろでありますが、御質問の１点目、今期は

何を重点施策として取り組むのかについて

は、地域包括ケアシステムのさらなる充実

に向け、小規模多機能型居宅介護施設を整

備するとともに、必要性が高まる生活支援

について、担い手を増やすことや介護従事

者の確保に取り組んでまいりたいと考えて

おります。 

２点目のボランティアポイント制度の制

度設計状況についてでありますが、社会福

祉協議会ではボランティアセンター運営委

員会において協議を重ね、ボランティア活

動における活動員の高齢化、活動の後継者

探しなどの現状を改善するため、支え手を

増やし、ポイントをためて楽しみながら活

動の継続を図る「ささえ手くらぶ」事業を

令和３年１月より試行することとなりまし

た。 

町は、対象事業に介護支援事業を含めて

いただくよう、社会福祉協議会と協議して
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きており、試行では高齢者等を対象とした

配食サービス、移送サービス及び生活支援

事業が対象となったところであります。 

令和３年度からの本格実施の際には対象

事業の拡大も含め、今後ボランティアセン

ター運営委員会で協議され、御質問の高齢

者が地域に居場所を増やすことのできるサ

ロン等のボランティア活動についても検討

する旨、伺っております。 

町といたしましては、ボランティア人材

の発掘と育成を推進するため、本事業を支

援してまいりたいと考えております。 

３点目の小規模多機能型居宅介護施設の

整備につきましては、第８期介護保険事業

計画において整備を盛り込み、事業者の選

定については公募を予定しておりますの

で、御理解をお願いいたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） それでは、順次

再質問させていただきたいと思います。 

最初に、介護従事者の確保対策について

でございますが、答弁にありましたよう

に、２０２５年には北海道では１１万６,０

００人必要としていると答弁がございまし

た。 

美幌町も同じく不足傾向にあるという町

長との共通の認識でありましたが、実際に

町として、介護事業所における人材不足の

現状を具体的に何か把握することを行って

いたのか、その辺の把握方法についてお尋

ねしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまの町

としての介護職員の不足数という御質問で

ございますけれども、第８期介護保険事業

計画を策定する上で、アンケートですと

か、電話、メールにて聞き取りをしながら

確認させていただいておりますけれども、

町でヘルパー、デイサービス、施設の１６

事業者に確認したところ、介護職員数は１

２月１日現在で３８人不足しているという

ことを確認しております。 

ただ、ヘルパーですとか、デイサービス

につきましては、各事業所の従業員数に応

じてサービスを縮小しているという現状も

ありまして、最大限のサービスを提供する

場合の不足数ということで、この３８人の

不足というのは最大限の人数になろうかと

思います。 

また、実際には求人募集をしていない事

業所もありましたので、その旨もお伝えい

たします。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 今の主幹の説明

ですと、私がこの質問を通告したその後、

事業所に調査をして、不足数が３８人だと

いう把握をしたということで、私が質問を

する前、第８期の計画を作成する段階での

アンケート調査などではそういった調査は

具体的に出てまいりませんので、不足の実

態を、私の質問の前に第８期の計画を立て

るのに何らかの方法で調査をしていたのか

どうか。 

その辺をまずお尋ねしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） 御質問をいた

だく前のアンケートの結果でございますけ

れども、介護事業所に問い合わせをさせて

いただいておりまして、町内介護事業者の

全２７事業所から回答をいただいておりま

す。 

その中の意見を何点か紹介させていただ

きますけれども、長くなって恐縮ですが、

介護職員につきましては女性が７７.５％

で、年齢では５０代以上が４割以上となっ

ている状況であります。 

事業所の運営に関して困難を感じること

としましては、人材の確保が難しいが３６.

４％と最も高く、次いで、人材の育成が難
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しいが１８.２％となっておりまして、人材

不足への課題が大きいと認識しておりま

す。 

人材の確保につきましては、おおむね確

保できているが４８.２％、余り確保できて

いないが２５.９％となっております。 

職員の定着につきましては、たまに離職

者がいるがほぼ安定しているが最も高く６

３％、定着し安定しているが２９.６％で、

離職者が多く不安定であるがゼロパーセン

トという結果となっております。 

人材が確保できない、職員が定着しない

課題につきましては、精神的・体力的に厳

しいが３３.４％、次いで、給与水準が２

９.６％となっております。 

今回、人材不足の項目につきましては、

第８期に向けて初めてアンケートを実施し

たところでございますが、事業所により職

場環境等の温度差があると推測されており

ます。また、経営者と管理者と実際に従事

されている方の温度差もあるかと思いま

す。 

全体の印象としましては、人材の確保が

難しいけれども、精神的・体力的に厳しい

状況ですとか、給与水準の改善がなされな

いと介護人材の確保が難しい状況が続くと

いう結果がこちらのアンケート結果から伺

える状況であります。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） ある面はほっと

しました。 

今回の第８期の計画中で、そういう項目

を入れて調査したということですね。第７

期まではアンケート調査の中にそういった

項目がなかったものですから、行政側がど

んな実情を把握しているのかということで

確認させていただきました。 

国は、地域医療介護総合確保基金を活用

して、総合的な介護人材の確保推進の組織

をつくってくださいということを市町村に

求めておりますが、これを受けて、今後ど

のような取組をされるのか、現状での考え

方があればお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまの御

質問でございますけれども、議員がおっし

ゃるような組織を国で設立しまして、そち

らを組織した上で、介護人材の不足に対す

る課題等、現状認識を一緒に併せながら、

改善策ですとか対応策を話し合う場をつく

るような通知は来ておりまして、認識して

おります。 

町としましては、高齢者福祉、介護保険

の推進委員会がございますので、本来はそ

の中で、第８期を策定する上で委員会を開

催させていただいて、御意見をいただきな

がらというところで、私の個人的な思いで

はありますけれども、そういった推進委員

会からということを想定もしながら事務を

進めようと思っていたところだったのです

が、今回、新型コロナ感染拡大防止の関係

で、書面会議になったこともございまし

て、書面では御意見をいただいているので

すけれども、生の声をお聞きする機会がな

かったということで、現段階では議員の御

質問にお答えできる材料はない状況でござ

います。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 先ほどの答弁に

もありました国・道・町の役割分担があり

ますから、現実的にはそれぞれの市町村の

中で、具体的に人材確保のためにどんな役

割を果たしていくのか、実態をどうつかん

でくのか、これから求められると思いま

す。 

ぜひ、今回の第８期の取組の中で、既存

組織を活用するのもいいし、しっかり取り

組むための別組織でもいいと思うのです

が、この中で、参入促進の事例の中には、

介護分野への元気高齢者等の参入促進セミ

ナー事業とか、あるいは、介護人材確保の
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ためのボランティアポイントの活用、地域

の支え合い・助け合い活動継続のための事

務手続等支援事業、これは国ではお助け隊

という名称になっていて、こういうことを

地域の力を借りてしっかり取り組むべきだ

ということを市町村側にも求めている部分

もありますので、今後、第８期を推進して

いく上で、後ほどの再質問の中にも入って

きますが、やはり人材を確保するためのボ

ランティアポイント制度、こういったもの

の活用も有効かと思いますので、国の方針

に従って、しっかり美幌町としての取組に

期待したいと思います。 

それで、国・道・町が役割分担をして取

り組むということになっておりますが、町

は必要性が高まる生活支援について、担い

手を増やすことや、既に行っております

が、資格取得の支援などに取り組んでいる

と答弁いただいております。 

そこで、さきの松浦議員とかぶらないよ

うに質問したいと思いますが、この２年間

で、介護職員の初任者研修と介護福祉士の

実務者研修の資格取得の状況についてそれ

ぞれ人数を教えてください。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、介護従事者の初任者

研修の関係でございますが、平成３１年度

が３名、実務者研修が１５名、３０年度で

ございますが、初任者が５名、実務者が２

名となっております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） この制度を利用

して、それぞれの事業者の中でキャリアア

ップのために制度が利用されているという

のは、町の取組としては評価させていただ

きたいと思います。 

第８期の計画の中で、生活支援の担い手

を増やすため町としてと書いているのです

が、これは具体的には何を、どんな取組を

するのかわからないですけれども、第７期

の計画書を読ませていただきましたが、こ

の中で、生活援助サービスの項目では、Ｎ

ＰＯや民間団体での提供体制整備を掲げて

おりますが、第８期の中でいかにして町が

担い手を増やすという計画づくりをしよう

としているのか、具体的な考え方について

お示しいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまの生

活支援の担い手を増やす具体的な施策とい

うことでございますけれども、議員おっし

ゃるように、第７期でも登載しておりまし

て、実施しておりますが、介護福祉専門学

校で美幌町内での介護福祉士実務者研修な

どの研修を開催するに当たっての支援です

とか、こちらは人的な支援をさせていただ

いているものと、来年、令和３年になりま

すけれども、絆びほろのさくらんぼ部会で

も、一般町民に向けて生活支援についての

講座を開催したいとお伺いしておりまし

て、そういったことにつきましても、主体

は絆びほろになりますけれども、人的な支

援ということでお手伝いをしてまいりたい

と考えております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 第７期の中で、

ＮＰＯや民間団体ということで支援をもら

うということですから、私は第７期の検証

をどのように行っているのかはわかりませ

んけれども、率直な印象としては十分では

なかったのではないかという私自身の評価

です。 

ですから、第８期の中でしっかり担い手

を増やす、先ほど言った、元気な高齢者の

力を借りるとか、今おっしゃったような、

町民に生活支援のいろんな講座を設けると

か、要は、ふだん何もしていない地域の中

にいらっしゃる方、元気な方の力をいかに

引き出して、マンパワーとして活用してい
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くかということも大事かと思いますので、

ぜひ、第８期の中でそういったことを重点

的に取り組んでいただきたいと思います。 

町長にお尋ねしますけれども、介護従事

者にも就業支援あるいは住宅準備補助金の

支援拡充を求めましたが、答弁では厳しい

財政状況と他の業種とのバランスから在り

方を見極めてまいりたいと、残念ですが、

前向きな答弁をいただけなかったのですけ

れども、近隣では大空町、津別町が、補助

金の額は美幌町と違いますが、医療従事者

及び介護従事者に就業及び住宅準備の補助

金を実質補助しております。 

また、道内を調べてみると、十勝管内の

本別町では、就業支援金と住宅準備金以外

に就職準備金というのを出したり、あるい

は介護福祉士の就学貸付を町が行って、貸

付期間の２倍の期間、町内の職場に在職し

た場合に返済を免除する、こんな制度も独

自に設けているようです。 

自治体により財政事情や考え方が違いま

すけれども、それぞれこういった取組をし

ながら、今足りないと言われている介護人

材を増やしていく。 

あわせて、私もいろいろ調査した中で、

先ほど主幹も答えておりましたが、介護職

が少ないことによって、今どういうことが

起きているかというと、新型コロナの影響

もあるのですけれども、デイサービスの利

用回数を制限するとか、あるいは、在宅で

各種のヘルパーサービスを受けたいという

申込みをしても、私も経験があるのです

が、ケアマネジャーに相談して、いろんな

事業所を当たるのですけれども、申し訳な

いけれど、うちの事業所では人手が足りな

くてお応えできませんということが、ここ

１年大変多くなっているという状況で、言

葉はよくないですけれども、要は介護難民

というか、在宅でいろんなサービスを受け

られない。 

具体的には、デイサービス３回が２回に

なって、１回行けないことによって、その

分ヘルパーに依頼しようとするとお断りさ

れるとか、そういうことが出てきておりま

すので、今後ますます要介護者が高齢化に

伴って増えてまいりますから、この人材問

題というのは喫緊の課題だと私は強く思っ

ております。 

町長に再度お答えいただきたいのです

が、医療従事者に準じた、医療職と介護職

の評価はいろいろあるので、大空、津別は

両方とも同じ基準でやっていますけれど

も、例えば、介護職は準じるというのは同

額ということも含めて、そういった面で介

護従事者にも一定の支援をしていくこと

で、人材確保に資するのではないかと思い

ますが、そういった面について、もう一度

そういう必要性について、町長、強い決意

をお持ちなのかどうかお尋ねしたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 介護従事者に対す

る思いとしては、現在においては非常に足

りないという認識はしているつもりであり

ます。 

今回、答弁させていただいた中で、素直

に聞いていただくと非常に消極的だと感じ

る表現であったということであれば、お詫

びをしたいと思います。 

私は自分が教育長をやって、教育には非

常に思いはあるのですが、福祉については

経験したことがなく、いろんなことを勉強

させていただいております。 

今回、松浦議員と上杉議員から介護従事

者に対しての御質問があった中において

は、今、担当には従来やっている資格取得

支援補助に何かプラスできないかというこ

とで指示を出しているところであります。 

私が町長になったとき疑問に思って、公

約の中にも入っているのですけれども、当

時、上杉議員が言っている医療従事者と介

護従事者は同じくならないですけれども、

医療従事者については、就業支援とか住宅

支援をやっているのに、なぜ介護はやれな
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いのかということをかなり言われました。

私とお話しした方も、そういうことに広げ

ていくという話を実はしております。 

そういった中でいけば、私自身もこうい

うことがどうかということにおいては、そ

の内容と財政的負担もしっかり考えなけれ

ばならないということもあって、私として

は何らかの形で広げる必要があると思って

います。 

先ほど松浦議員のお話でもしたのですけ

れど、人材を考えたときに、たまたま介護

ということで御質問をいただいて、それだ

けではなく、たくさんあるとこの頃考えて

おります。 

ですから、美幌町として、不足する人材

確保をどうするかということをすべきだ

と。言うなら対象者です。まずそれをし

て、私の中では今言ったように医療従事者

とか介護事業者、それから保育士とか、そ

ういう整理がされていて、それをどういう

ふうにできるか。言うならば、支援できる

かということを考えればいいのかなという

ことで、これも御紹介いただいたような一

覧表ができているので、その中で支援制度

の拾い出しと、できるか、できないかとい

う考え方で、今整理しているのは、資格取

得支援補助金、就学支援補助金、住宅準備

補助金、それから、奨学金貸付等返済免

除、教育における職業体験、これは義務教

育においてです。それと、定住移住の方策

としての不足人材の確保ということが大き

な器でできるのではないか、検討課題とし

て順位をつける必要があると思っておりま

す。 

そういった中でいけば、介護という御質

問でございますから、介護人材の確保とい

うことであれば、特に今できるものを考え

た中で、こういうことを検討してほしいと

いうことをして、何とか新年度には、今や

っている支援以外に皆様に御提案できるよ

うなものがまとめ上げられればいいという

気持ちで、原課には指示を出している状況

でございます。 

答弁が長くなって申し訳ございませんけ

れども、気持ちとしては、人材をしっかり

確保する方法をトータル的に考える必要が

あるという気持ちは持っております。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 町長から力強い

具体的な内容でありました。 

私は今回、福祉・介護人材の確保という

観点から質問をしておりますので、そこに

絞っています。 

町長が今出された検討する、拡充すべき

内容についてのお話がありましたが、第８

期が始まるということで、恐らく、年明け

に議会への計画の説明とかがあると思うの

ですが、町長が述べた自分なりに考えてい

る拡充策について、いつ頃までに指示をし

て、町としての意思決定をされるのか、例

えば、令和３年度中にはそういったことに

ついて結論を出すのか、４年度なのか、そ

の辺について、今お答えできるものがあれ

ば御答弁いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 検討すべき項目に

ついて列記でお話ししました。 

その中で、新年度に向けて、介護の人材

確保に対して、今は一つやっているわけで

すから、もう一つできるような形で指示は

出しております。 

そこで問題なのは、先ほど言った内容と

財政的負担のバランスをどうするかによっ

て、制度、そして、今、新年度予算の提出

を担当に求めていますので、その中で反映

できるのであれば反映していきたいと思っ

ています。 

当然、財政サイドとしっかり聞き取りを

して、今お話ししたことについて、今後ど

ういうふうに１個ずつ方向性を出すか、あ

る程度自分なりにまとめているので、それ

を詰めていきたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ



 

－ 83 － 

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 具体的に新年度

予算に反映できるものがあれば、財政状況

を見てということですので、私も今回、回

ってみて介護職員の働き方は２通りありま

して、夫の扶養でパートのまま働くのがい

いという人と、そうではなく常勤になっ

て、きちんと収入を確保して働きたいとい

う二つに分類されるようです。 

今、私が申し上げているのは、常勤の介

護職に対する支援という意味合いですの

で、パート職に対しても、もちろんお金が

ある程度あって、いろんな支援ができるの

は望ましいですけれども、やはり常勤者を

しっかり確保していくことが安定的な介護

サービスということになります。 

ただもう一方では、先ほど言ったヘルパ

ーとかは、どちらかというとパート職で、

そちらも人が足りなくて、先ほど言ったよ

うに申し込んでもなかなか来ていただけな

いという実態もありますので、まずは常勤

者をしっかり確保するという意味で、町長

の判断で施策を拡充するという考え方が示

されましたので、できるだけ早い時期に人

材確保策の拡充が実現できることを期待し

ていきたいと思います。 

次に、介護保険事業計画に移ります。 

今期の重点項目は、さきに松浦議員の質

問でもありましたが小規模多機能型居宅介

護施設の整備、それを答弁いただきまし

た。 

実は、私の義母が津別の小規模多機能型

施設を独り暮らしから施設に移って利用し

ておりまして、以前から委員会の中で、民

生部に対して小規模多機能型が必要ではな

いかと主張していたわけですけれども、町

長の強い思いもあって、こういった取組が

第６期総合計画の第５次計画の中をよくよ

く見ると実は入っていました。 

この中では、先ほど答弁がありました

が、民間事業者による施設誘致に必要な予

算として、令和３年度に９９３万１,０００

円の予算ということで計上されておりま

す。 

この予算内容を初め、先ほど公募型とい

うのは聞きましたが、事業者選定のスケジ

ュールだとか、実際に選定が終わって、施

設整備は令和何年度ぐらいを町では期待し

ているのか、そのことによって、第８期介

護保険事業計画の給付費にも影響してまい

りますから、それは介護保険料にも当然は

ね返ってくるということですので、その辺

の年度のめどがわかれば教えていただきた

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） スケジュール

としましては、先ほど御答弁を申し上げま

したが、令和３年度に公募をさせていただ

きまして、建物自体の建設につきましては

令和４年度、サービスの開始はもしかする

と令和４年度の冬といいますか、令和５年

１月から３月に開始される可能性もありま

すけれども、基本的に令和５年度からサー

ビスが開始されるという予定で、今、予算

編成も含めて事業者とも情報交換しながら

進めているところでございます。 

よろしくお願いいたします。 

（「９９３万１,０００円の中身は何でし

ょうか」と発言する者あり） 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） 先ほどの第７

期介護保険事業計画での９９３万幾らとい

う金額かと思いますけれども、そちらは確

認させていただいて、後ほど答弁させてい

ただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） これは、総合計

画の第５次計画の中に既に載っているので

す。 

今の時点で手持ち資料がなければ後でも

いいですけれども、当然、予算計上してい

るということは、この事業内容は確定して

いると思うのですけれども、今お答えでき
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なければ後でも結構です。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） 大変失礼いた

しました。 

実施計画の中身でございますが、公募に

より、国から補助金をもらいまして、町を

通して補助金を支出しますので、その金額

を出していたわけですけれども、その時点

では実施時期がいつになるかわからないと

いう流動的な部分がありましたので、早く

なった場合も想定して、来年度に補助金の

額を計上しているわけですが、実際に進め

ていく中では、先ほど主幹から答弁しまし

たとおり、令和３年度公募をして、４年度

建設と言う流れで今のところは変わってき

てございますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 確認します。 

そうすると、先ほどの令和３年度が事業

者の公募、４年度から建設して、早ければ

年明けとか、遅くとも令和５年度には供用

開始の予定で進んでいく。 

このスケジュールに沿って、介護保険の

費用についても積算しながら、保険料の推

計がされるという理解でよろしいですか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） はい。そのと

おりでございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） それでは最後の

質問になりますが、最後の質問の前に、も

う一つ第８期の中で、令和３年度から５年

度の要介護認定者の見込みが最終的にどの

程度要介護認定者が変わっていくのか、直

近の認定者数と比較して計画の中でどうい

う増減があるのか、わかれば教えてくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまの認

定者数の直近と比較しての推計ということ

でございますけれども、令和２年度は、こ

れは国で示している人数でありますが、第

１号と第２号被保険者を合わせまして、認

定者数全体で１,２９３人、それから令和５

年度でありますけれども、認定者数全体で

１,３８３人で、令和２年と令和５年を比較

しますと９０人の増加という推計がされて

おります。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 一方で人口全体

は減少していきますが、残念ながら高齢化

の進展に伴って、要介護者の数は９０人ぐ

らい３年間で増えていく推計だということ

です。 

ボランティアポイント制度等について、

社協のささえ手くらぶ事業を１月から試行

しながら、来年４月以降は本格実施してい

くということで、私も以前から言っており

ますが、ボランティアの高齢化が進んで、

５年先には今のままですと大幅にボランテ

ィア人材が減少するということが予想され

ています。そういった意味から、以前ボラ

ンティア制度の実現ということを政策提案

させていただきました。 

介護保険事業などを含めて、社協と合意

して、このささえ手くらぶの取組をしてい

くということで、私も大いに期待している

ところです。 

１月以降は試行ということで、当面は、

現在取り組んでいる活動のプログラムでス

タートいたしますが、質問しているよう

に、いわゆる介護難民を出さないために必

要な生活支援ということで、今後の進み具

合を私も関心を持っておりますので、しっ

かり見ていきたいと思います。 

この間、私も公営住宅に住んでいる高齢

者のごみ出しについてナルクで相談を受け

ました。 
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結果的にできなくて、対応は有償ボラン

ティアで対応していただくということで、

必ずしも介護を必要とする方だけではなく

て、どなたかの質問にもありましたけれど

も、高齢者の公営住宅のごみ出しとか、こ

れからますます元気な方の支援を求める高

齢者が増えてきますので、そういった面

で、このささえ手くらぶをさらに充実させ

ていくためにボランティア人材を確保する

という意味で、この質問の中にも出しまし

たが、高齢者が通える居場所ということ

で、サロンと一般的に言われますけれど

も、私の自治会でもせせらぎハウスという

サロンをやっておりました。それを支える

スタッフの皆さんの高齢化で、私は送迎の

ボランティアしかしていなかったのですけ

れども、結果として閉めることになったの

です。 

うちの自治会ではやり切れなくて、閉め

ざるを得なかったのですけれども、これか

らを考えたときに、高齢者がそこに行くた

めの支援として送迎サービスとか、そうい

った支援をしていかないと参加できない。 

どうぞ来てくださいと、たくさん箇所が

あっても、町内会全部にあればまた別でし

ょうけれども、なかなか各地区満遍なくで

きませんので、そういった面で行政として

も困り事というか、ニーズに対してきめ細

やかな支援策を社協と連携しながら、その

ためには口も出すけれども、お金も出すと

いうか、行政側としては職員がそこにどっ

ぷり浸かってはできませんので、ボランテ

ィア人材の確保を円滑にするために、社協

に対する人的あるいは参加した町民に対す

るいろんな形での財政支援をしていくこと

も必要かと思いますが、その辺の考え方に

ついて、最後に町長にお尋ねしたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） これから、介護だ

けではなくて、高齢の方々をどう支えてい

くかと考えれば、上杉議員が言われた元気

な高齢者ということで、私もどういう形が

可能なのかを自分なりに考えている状況で

あります。 

国では自助と共助と公助と言っています

が、本来、自治会が抜けている。近所との

つながりの互助が抜けている中、確かに元

気な高齢者がいて、皆さん高齢でも仕事を

されている実態と、元気なところがどの辺

にいるかということにおいて、何日か前に

研究論文を見たのです。地域の中におい

て、コミュニティーをどうしていくか、高

齢者と福祉の役割という考察を見ながら、

これは私どもの組織内で、担当には町長と

してどういうふうに考えてほしいかという

ことを示していかなければ難しいというの

が正直な気持ちです。 

１番いいのは、担当からこういう流れで

すというふうに考えていただければいいで

すけれど、皆さんそれぞれの仕事の中で、

大きな器で国が言われている部分は、地域

を巻き込んでと第８期にすごく書かれてい

て、国があって、地域、市町村がどういう

役割をするかということでは、コミュニテ

ィーということを持ち出しています。 

でも、上杉議員も私も自治会の役員をや

って、現実はすごく厳しくなっていて、本

来やってきたものがやれなくなってきてい

ることは事実です。 

その中で足をどうするかということで、

今、公共交通をやって、分散ができないの

であれば、せめて１か所に皆さんに来ても

らうにはどうしようかとか、その人材をど

うするか、ある意味ではどこかで割り切っ

て、先ほどの口も出すけれどお金も出すと

いう言葉としては、私は気になる言葉では

あるのですけれど、そうでもしないと皆さ

んを守っていけないというのもすごく感じ

るところがあり、長くなって申し訳ござい

ませんけれども、これから地域の高齢の人

たちの生活を守るシステムを皆さんにきち

んと提案できる状況をつくって、皆さんと

論議をした中で構築しないと、このままで
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は美幌はどうなっているのだという町にだ

けはしたくないという思いでありますの

で、うまく伝えられませんけれども、よろ

しくお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 結論から言う

と、私も母親がおりますけれども、元気な

高齢者はたくさんいらっしゃるのです。そ

ういう人でボランティアをやってくれてい

る方もいます。 

ただ、されていない方、してないからわ

からないという方もいらっしゃるので、そ

ういう意味では、今回のささえ手くらぶ、

これは社協でつくったチラシですけれど

も、こういったところにまず参加して、い

ろんなポイントをためながら、楽しみなが

らということで、ただ、これだけで十分確

保できるか、そこで先ほど言ったように、

ボランティアポイントの部分で町が支援す

るところ、町が直接はできないですから、

社協が受け皿になってやることは大いに賛

成ですけれども、町からもお願いもする、

そして支援もするという、そういう行政と

社協との連携の中で、少しでも元気な高齢

者が、町で困っている、弱っている高齢者

を支えていくという意味で、まさにこのさ

さえ手くらぶということで、ボランティア

の裾野が広がるために、町としてしっかり

応援していただく。 

平野町長の強い思いや小規模多機能型含

めて一定の方向性が見えた有意義な議論が

できたと思いますので、以上で終わりたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） これで、１２番上

杉晃央さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は、１５時２０分といたします。 

午後 ３時１１分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 ３時２０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

１１番岡本美代子さん。 

○１１番（岡本美代子君）〔登壇〕 私

は、さきに通告いたしました３点、３項目

について質問いたします。 

まず１点目、民生行政についてです。 

コロナ禍の生活支援について質問いたし

ます。 

いまだに終息の兆しが見えない新型コロ

ナウイルスですが、この影響により収入減

となった世帯に対し、各市町村の社会福祉

協議会が緊急小口資金と総合支援資金の貸

付けを行っております。 

２００８年のリーマンショック後の３年

間では、全国の貸付件数は２０万５,０００

件、貸付額は６８２億円だったのに対し、

新型コロナ禍の今回は、３月２５日からの

４か月間において、件数は約４倍で、貸付

額は２,１３０億円となり、厚生労働省は新

型コロナ対策として特例貸付けを３月２５

日から開始し、一時的な減収に対する緊急

小口資金は上限を１０万円から２０万円に

増額、日常生活の維持が困難な世帯向けの

総合支援資金は月額２０万円、単身者は１

５万円を３か月とし、さらに３か月延長し

ての貸付けも可能で、最大１２０万円とな

り、無利子で保証人も不要、貸付条件の大

幅な緩和と対象者を低所得世帯から新型コ

ロナの影響で収入が減った世帯全般に拡大

し、必要書類も簡素化して、減収や失業の

証明がなくても本人の申請で審査されると

のことでしたが、特例の期限は９月末との

ことでした。その後はどうなっているので

しょうか。 

６月定例会の一般質問の回答では、緊急

小口資金は２５件の申請で２４件の貸付

け、総合支援資金は１３件の申請で１２件

の貸付けが決定されたとのことでしたが、

その後の申請件数、貸付件数などの状況を

お聞かせください。 

２点目は、公園の維持管理についてで
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す。 

せせらぎ公園のトイレの新設について。 

せせらぎ公園は面積が広く、環境にも恵

まれ、散歩コースとして町内で人気の利用

者が多い公園であり、町民の健康づくりや

憩いの場として、大きな役割を果たしてい

ると考えます。 

この公園を利用する方から、美富側にト

イレ新設の要望が聞かれます。 

今後、利用しやすいトイレを新設する考

えはあるかお聞かせください。 

３点目は、衛生行政についてです。 

合同納骨塚の墓誌について。 

町民の御寄贈により、平成２９年から町

が合同納骨塚を設置しました。平成２９年

から令和元年までに１０５体の焼骨が納め

られ、町民からは、自分が高齢になり不安

を感じていたが、納骨を済ませたことで心

の底から安心したとの声が寄せられていま

す。 

北見市では、市内の北見ヶ丘霊園の納骨

塚に故人の氏名を表示する墓誌が設置さ

れ、２,０００体が収容可能な納骨塚に、現

在は１,２００体が納められ、墓誌は３８７

枚利用されています。 

これまで墓誌はなく、市民の要望により

設置されたと伺っております。最大５００

枚の掲示が可能で、希望者が多く、今後は

増設が検討されているとのことです。 

墓誌は、縦１７センチメートル、横４．

４センチメートルのマグネット式で、氏名

や没年月日を記載でき、使用料は１件５,０

００円とのことですが、町の合同納骨塚に

故人の墓誌を設置する考えはあるかお示し

ください。 

以上３点、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 岡本議員

の御質問に答弁いたします。 

民生行政について。 

１点目のコロナ禍の生活支援についてで

すが、北海道社会福祉協議会では、新型コ

ロナウイルス感染症の影響による休業や失

業等により生活資金でお悩みの方々へ特例

貸付けを実施しております。 

主に休業された方など、一時的な資金が

必要な方は緊急小口資金を、主に失業され

た方など、生活の立て直しが必要な方は総

合支援資金の融資を受けることが可能であ

ります。 

申込窓口は、現在、市区町村社会福祉協

議会のみとなっており、労働金庫及び取扱

い郵便局での受付は９月３０日をもって終

了しております。 

御質問の特例の期限についてであります

が、９月１５日付厚生労働省の発表では、

緊急小口資金等の特例貸付けの受付期間を

本年１２月末まで延長したところでありま

す。 

次に、６月定例会答弁後の１２月１日現

在の申請件数及び貸付件数についてであり

ますが、緊急小口資金の申請は２１件増の

計４６件、貸付決定が２１件増の計４５件

であり、総合支援資金の申請は１７件増の

計３０件、貸付決定が１３件増の計２５件

となっておりますので、よろしくお願いい

たします。 

次に、公園の維持管理について。 

御質問のせせらぎ公園トイレの新設につ

いてですが、既設のトイレは３か所設置さ

れており、右岸青山南噴水施設付近に１か

所、左岸せせらぎ橋複合遊具付近に１か

所、右岸せせらぎ公園最上流部付近に１か

所設置されております。 

今回、御要望をいただきました設置位置

につきましては、左岸せせらぎ公園最上流

部への新設と理解いたしますが、魚無川を

横断する連絡橋を渡るとすぐ近くの右岸最

上流部に簡易水洗トイレが設置されてお

り、維持管理につきましても、５月から１

０月が使用期間で、２週間に１度、直営班

による点検・清掃を行い、清潔な環境を維

持する中で御利用をいただいている状況で

あります。 
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このことから、せせらぎ公園散歩コース

を御利用いただく住民の状況を考慮した中

で、現在のトイレ配置状況を含めて、新た

なトイレが必要か検討してまいりたいと考

えておりますので、御理解をいただきます

よう、よろしくお願いいたします。 

次に、衛生行政について。 

合同納骨塚の墓誌についてですが、本町

の合同納骨塚は、お骨の取扱いに困ってい

る方のためにという趣旨で、町民の方が合

同納骨塚を建設して町に寄贈されたもので

あり、平成２９年１０月より供用を開始し

ております。 

収蔵予定数８００体に対して、平成２９

年度は１４体、平成３０年度は４８体、平

成３１年度は４３体、合計で１０５体を収

蔵しております。 

本町でも、少子高齢化や核家族化の進行

により、お墓の継承や維持管理をすること

が困難となり、墓じまいをする方も多く、

合同納骨塚へ焼骨を収蔵する希望者が増加

傾向にあります。 

御質問の町の合同納骨塚に故人の墓誌を

設置する考えはあるかについてですが、現

在のところ、町民から個人の墓誌を設置す

る要望は寄せられておりませんが、お墓の

継承者がいない、子供に迷惑をかけたくな

い、身寄りがいないなど、お墓の問題を抱

えている方がいることも承知しておりま

す。 

町で納骨塚を運営するとき、墓誌を設置

し、名前を残すということを考えていた方

はほとんどいなかったと認識しております

が、墓誌を必要とする方が出てきました

ら、検討してまいりたいと思っております

ので、よろしくお願いいたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） それでは緊急

小口資金の貸付状況から再度質問していき

たいと思います。 

答弁では４６件の申請、４５件の貸付

け、総合支援金は３０件の申請で、２５件

の貸付けがあったということです。６月議

会でもこの質問をしておりまして、北見市

の人口割合から見ると、美幌は非常に貸付

けが少ないのではないかと考えていました

けれど、社会福祉協議会にお聞きします

と、このぐらいの規模の町では多いほうだ

と認識されているようです。 

新型コロナ対策として、町では多くの対

策に取り組んでまいりました。迅速な対応

であったと考えていますけれども、あした

の生活にも困る方は、町内では社会福祉協

議会の緊急小口資金や総合支援資金がすご

く重要な役割を担っているのではないかと

考えています。 

前回もお聞きしましたけれど、生保につ

なげる方が全国的には増えているというこ

とですけれども、美幌の場合はどうでしょ

うか。 

その辺の状況をまずお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまの生

活保護の相談ですとか、申請状況の御質問

でございますけれども、平成３１年１月か

ら１１月末までのものと、本年１月から１

１月末までの数字の比較をさせていただき

ますと、１１月末で平成３１年は４１件の

相談がございまして、申請が１７件ござい

ました。令和２年につきましては、１１月

末で相談が３１件と申請が１４件というこ

とで、それぞれ減少している状況でござい

ます。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） 昨日のニュー

スだと思うのですけれど、今年１０月の自

殺者は全国で２,１５８人、昨年の４０％増

であるということでした。 

そして、コロナ禍も長引いていますの
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で、生活困窮者、自殺者も増えている。女

性と男性を比べると、ふだんは男性のほう

が圧倒的に多いのですけれど、今年は女性

の自殺者が増えてきている。これは今まで

にない現象であるという報道を見たことが

あります。 

感染予防をしながら、経済を回さなけれ

ばならないということは非常に難しいこと

は承知していますけれども、生活困窮者に

とっては、ＧｏＴｏトラベルもＧｏＴｏイ

ートも私たちには遠い話だとお話をされて

いる方もいました。 

この特例期間は１２月末までとの答弁で

したけれども、最終的には３月末まで見込

まれているとお聞きしました。特例ですの

で、いつもより簡単な手続、そして、早い

方は４日後とか、大変早い対応となってい

ると美幌の現状をお聞きしました。 

しかし、この年末年始、経済的に困窮し

ている人を１人も見逃さない町にしなけれ

ばならないと考えています。この中でも、

町民を守るのだという町長の強い決心をお

聞きしたいと思いますので、お聞かせくだ

さい。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 現在のコロナ禍に

おいて、町民の方々をしっかり守っていき

たいという決意という意味では、確かに生

活困窮されている方に何とか対応しなけれ

ばいけないという思いはあるのですけれど

も、その全てという意味をもう少しきちん

とかみ砕かないと、なぜそこに至ったかと

いうこともきちんと見定めた中で、そこに

代わるものはないかとか、そういう意味で

きちんと守っていきたいという意味も含め

ておりますので、とりあえず、命を大事に

しなければいけないということは当然であ

りますけれども、何といったらいいですか

ね、基本的に皆さんを守るということに変

わりはないですけれども、明日生活してい

く資金もないという方々の状況をしっかり

分析しなければいけないと思っています。 

うまく言えないですけれども、町民の皆

さんをしっかり守っていくことに対して、

気持ちが変わるものではありません。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） コロナ対策と

して広報などに出ていますけれども、私

は、最終的にはこういう制度があるという

ことの周知が大切ではないかと思います。 

町内でも人知れず亡くなる方がいます。 

声を上げてくれる方に対しては手を差し述

べやすいですけれど、声を上げてくれない

方に届く方法をもっと考えていただきたい

と思いますし、この年末を迎えて、民生委

員などに再度足を運んでいただいたりし

て、見つけることがすごく大切ではないか

と考えています。 

これからの経済対策をいろいろとお示し

いただきましたけれども、本当に困った人

たちを助けることも、この年末に向けて非

常に大切だと思いますので、ぜひ取り組ん

でいただきたいと考えています。 

あと、町内での助け合いの方法というの

も社会福祉協議会で取り組んでいますけれ

ども、例えば、ふるさと納税などで遠いと

ころに納税しますけれども、コロナも長引

けば、近くの人を近くの人が支えるという

寄附の仕組みとか、そういうことも今後考

えられないかと自分では考えていますけれ

ど、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 生活に困っている

方に対して、周りの皆さんと協力する、助

けるという意味において、公金というか、

一旦町に入れていただいたお金を個々の方

に還元というのは、方策としては難しいと

思っております。 

そういった意味では、歳末の助け合いと

か、善意ある方々が、皆さんがそれぞれの

方の許される範囲で寄附をいただいて、そ

れを社会福祉協議会等が分配するとか、そ

ういうシステムは今もある話なので、やは
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りそういうところをしっかりやっていただ

くように再度お願いするなり、また、個人

としても協力できるものはしていきたいと

は思っております。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） 一時的に困窮

されて、こういう制度を使った方が非常に

助かったとお礼に来たという話もお聞きし

ました。 

困ったときにどういう手だてがあるかと

いうことが１番大切ではないかと私は感じ

ていますので、年末に向けて、みんなが明

るい新年を迎えられるように、コロナ禍で

もぜひ取り組んでいただきたいと思いま

す。 

次に、せせらぎ公園のほうに入ってまい

ります。 

コロナの社会でも、年金生活者などは先

ほどの経済とつながってしまいますけれ

ど、幸せだと。こういう地域に住んで、散

歩ができるし、テレビも見られるし、年金

だから急に下がることもないということ

で、大勢の方は美幌に住んでいることのよ

さを再度確認したのではないかと思いま

す。私もそうですけれど。 

そんな中でも、せせらぎ公園の散歩コー

スは、本当に多くの方が緑豊かな中、コロ

ナの心配もなく森林の中を散歩して町民の

健康をつくっている。 

これは、金額にしたらわかりませんけれ

ども、心のゆとりとか、健康づくり、そし

て、地域の人とのつながり、挨拶をした

り、これは美幌を発信する上では大きな魅

力で、もっと積極的に発信してもよい財産

ではないかと思っています。 

美幌に長いこと住んでいるけれど、実際

に散歩をしてみて、生涯美幌に住もうと決

心がついたという話も聞きました。気に入

る方はそのぐらいに気に入っている。 

だから、私はそういうところをもっと大

切にしていきたいという考えもありまし

て、こういう質問をしているわけですけれ

ども、最上流にあるトイレは、場所的には

あの辺にトイレが欲しいと思う場所です。

手前に広場があって、天気がよくて暖かい

時期でしたら、あの辺で集ったり、お話し

したりする。その付近にトイレが川の向こ

うにありますので、多くの方が散歩に訪れ

るところで、そこにトイレが必要だと感じ

ています。 

今あるトイレは使用しづらいという声も

聞きますので、もっと充実したもの、トイ

レの問題は非常に大きいので、私はせめて

パークゴルフ場に置いているようなトイレ

があれば、男女別、もちろん和式ではな

い、衛生面も考えてそういうものがあれ

ば、どなたでも安心して使えるのではない

かと考えていますけれども、もしよければ

答弁をお聞きしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） せせらぎ公園のト

イレについては、町側については水洗化さ

れていて、きちんと整備をされている。上

流部になると、河川敷地ということもあっ

て、皆さんが望むようなものを置けないと

いうのは事実ではあります。 

新たなトイレという話ですけれども、ど

れだけ使われるかという頻度と、何を優先

するべきかという中においては、新たにパ

ークゴルフ場に置いてあるようなトイレを

置くのはなかなか難しいとは思っていま

す。 

ただ、今回答弁の中で言わせていただい

たのは、数は足りているけれども、高齢に

なると和式はつらいという意見はかなりあ

ります。 

ですから、今担当で検討してもらってい

るのは、洋式化して、皆さんが利用せざる

を得ないというときに、運動される方に負

担のない、利用しやすいということで何か

手法がないかという話をしているのが現状

であります。 

ですから、新たに１個増やすとか、お聞
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きしている部分については、川を渡ればあ

るのでそんなに数は不便していない。問題

はそこを使おうとする方々が今のようなト

イレでは、特に女性が使いづらいというこ

とはよく言われていますので、そういうこ

とをしっかり検討していきたいと思ってい

ます。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） パークゴルフ

場のようなものがつけば１番いいですけれ

ども、あのトイレが非常に高いということ

もわかっておりますので、無理は言いませ

んけれども、町長が言う洋式化、これは最

低限のことだと思っています。 

今のままでは皆さんほとんど使われない

ということで、ぜひ、使うトイレにしてい

ただきたいと思っています。 

また、場所ですけれど、私も行ってみた

のですが、あの辺にあるのが１番で、広場

がありますから広場で集う人には、今ある

ところがベストだろうと考えています。 

トイレを設置するときに、トイレは遠く

ても嫌だけれど、あまり近くにあっても嫌

だというのもありますので、あの辺で集う

方のすぐそばにトイレがあると、使用され

る方の臭いとかもあって、あの辺は今の季

節は歩く方が少なくなっていますけれど、

非常に多くの方が利用していますので、利

用している人たちに喜ばれるようなトイレ

を考えていただきたいと思います。 

私も今回初めて奥まで行ってみたのです

けれども、今の季節でも非常に多くの方が

歩いています。そして、町の中の散歩と違

って車が通らないということで非常に歩き

やすい。そこが皆さんに愛されているのは

わかっていましたけれども、公園ができて

から年数がたっていますので、立派な案内

版とかも汚れていたり、はげていたり、き

ちんと道案内があって、つくったときには

非常に立派で歩く人のことも考えて、ここ

から何メートルとか書いてあるのは非常に

いいことだと思いますけれども、やはり経

年劣化しています。公園は年次的に整備し

ていますけれども、今のことも含めて、せ

せらぎ公園の整備の計画はあるのかどうか

お聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（川原武志君） 御質問に

お答えいたします。 

せせらぎ公園につきましては、整備が済

んでおりますけれども、議員おっしゃると

おり、経年劣化している状況であります。 

随時、補修だとか、色の塗り替えだと

か、既存の施設が破損している場合につい

ては修繕だとか、随時予算を要望しまして

実施している状況でございます。 

また、現在の標識についても、町の維持

管理の中で認識しています。ここは、１.５

キロメートルの往復で約３キロメートルあ

る中のところどころに休憩するベンチもあ

りますし、１番奥の転回場につきまして

は、そこでくつろぎながら、そういう部分

については修繕だとか、あとは橋の修繕だ

とかも毎年実施している状況でございま

す。 

以上でございます。よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） 橋とか、上に

上がる階段とかも新しく塗られたり、そう

いう様子は非常にわかりました。あとは、

倒木で危険だというところもあるなと私は

思いました。 

あれは、平成１４年にみんなの森づくり

事業で財団法人都市緑化基金とか、花王な

どの助成でつくられているという看板があ

りましたけれども、先ほども言いましたけ

れど、あれは本当に大きな財産で、例え

ば、美幌に住みませんかという動画の中

で、緑の中を散歩するというような町から

の発信には非常にいいなと思っています。 

今、東京都の人口が減り始めているとニ
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ュースで知りまして、やはり、コロナで地

方にみんなが行っているということで、あ

る意味チャンスではないかと思いますの

で、私はせせらぎ公園の散歩コースは町の

大きな財産だと思っていますので、手をか

けて大切にしていってほしいと思います。 

階段のところには、雪が降ったら除雪す

るほうきとかスコップが置いてあって、み

んなが大切にしているという状況もわかり

ますし、上流に行けば行くほど川のせせら

ぎの音が聞こえて、本当に大きな町の財産

だと思いますので、大切にしていただきた

いとお願いしたいし、トイレの問題は早急

に解決していただきたいと考えています。 

――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

もはや４時近くになりましたが、あらか

じめ会議時間の延長をいたしたいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の宣告 

○議長（大原 昇君） したがって、あら

かじめ会議時間の延長をすることに決定し

ました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） 次に、合同納

骨塚の墓誌について、２回目の質問をして

いきます。 

答弁では、納骨塚ができたときに誰も墓

誌を望むものはいなかったとの答弁でした

けれども、これは御寄附をいただいたもの

です。 

また、私も合同納骨塚をつくっていただ

きたいということで、何度も質問いたしま

したけれども、結果、町が判断しないで、

そういうやり取りを聞いた方から寄附して

いただいたということで、本当にありがた

く思っていますし、時代の流れもあります

ので、よかったと考えています。 

北見市でも最初からあったわけではあり

ません。 

私たち委員会では網走、北見の合同納骨

塚に視察に行きました。そのときに北見で

も網走でも墓誌はありませんでしたけれど

も、北見市でも市民の声が寄せられて取り

組んだということであったようです。 

美幌ではつくってくれと言っていて、で

きただけでよかった、寄附されただけでよ

かったというところから、私は次の段階に

行ったのではないかと思っています。 

例えば、子供がこの辺にいない。そし

て、結果的には自分たちだけがここに入っ

てしまうとしても、みんな現役でバリバリ

働いているときは、自分のルーツとか、そ

れから遠いお墓まいりにはなかなか行けな

いものなのです。でも、子供が大人になっ

て、定年で時間ができたりすれば、自分の

ルーツを探して、ゆかりの地を訪ねること

が多いと思います。 

実際に私もそういう方にお会いしたこと

がありますし、うちの家族も福島ですけれ

ど、わざわざルーツを訪ねて遠い先祖のお

墓まいりに行ったことがあります。 

美幌町は、人口がどんどん減少していく

中、これは日本中、仕方がないことですけ

れども、移住定住政策を行っています。し

かし、なかなか人口減少が止まらないとい

うことで、町長は特に熱心だと思うのです

けれど、美幌町との関係人口をつくるとい

うことに町長は重点を置いているとお見受

けしますけれども、私は遠い将来のことを

考えますと、自分の子や孫が遠くに住んで

いるけれども、自分たちがある程度の年代

になったら美幌を訪ねてくれるのではない

かと思っています。 

そういうところが大きな関係人口をつく

るということでは、ある程度合同納骨塚も
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その役割を担うのではないかと考えていま

す。 

そのときに、墓誌があるのとないのでは

非常に来る方も違うし、関係人口が強いも

のをつくれるのではないかと考えています

けれど、これは私の思い過ごしでしょう

か。 

もし、考えがあればお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 一遍にたくさんの

ことを聞いていただいて、その関連性の説

明は非常に難しい部分があると思っており

ます。 

今、墓誌を希望される方が、それが時代

の流れとしてつくるべきだということであ

れば、それは答弁させていただいたとおり

考える必要があると思います。 

関係人口とか、その話は無理やりつけれ

ばそれは一つの話ですけれども、もし、美

幌にルーツがとなったときには、合同納骨

塚だけではなく、一般の方々においてはお

寺があったり、神社があったり、そういう

ところにきちんと預けていて、そこを尋ね

るというのが一般的ではないのかなと私は

思うところはあります。 

ですから、合同納骨塚の中で、全部区分

けして、一個ずつ並んで、いつ納めたとい

うデータは全部あるということは聞いてい

るのですけれど、ここに私のおばあちゃん

が眠っていますと言われたときに、素直に

そうですかとは、それであれば何か祖母を

扱う方法は何か考えられないのかなという

思いがあったりします。 

ただ、納めるところがないから、希望さ

れてそこに納めるということについて否定

するわけではないですけれども、私は、こ

の納骨塚に墓誌を設置するということとは

別に、関係人口をつくったり、美幌に関わ

ってくれる、言うならば、美幌を応援して

くれる多くの方々がしっかりつながってい

きたいという思いでありますし、そういう

方々に自分でできることをやっていること

も事実でございますので、御理解いただき

たいと思います。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） 町長の考えは

わかりました。 

北見市でも最初からあったわけではな

い。ただ、何でもそうですけれど、できて

からまたどんどんよくなるということで、

そういう市民からの要望があったからだと

いうことですけれども、美幌でも取り組む

となると有料ですけれど、北見の場合は５,

０００円だそうですけれど、それでも取り

組む人はいるのではないかと思います。 

今すぐ返答を待っているわけではありま

せんけれども、ぜひ、北見の現地調査など

をして、今後、調査・研究していただきた

いと思います。 

その辺はいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、近隣の実態というこ

とで調査はしてまいりました。 

岡本議員がおっしゃいました北見市のほ

かに、管内では小清水町、遠軽町などでも

墓誌を設置しているという状況を確認して

おります。 

ただ、それぞれ負担金をいただいている

ということで、設置に当たりましては、利

用者といいますか、受益者の方に御負担い

ただくのが原則だと思っておりますので、

そういったことで設置する場合につきまし

ては、料金も含めまして、検討してまいり

たいと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これで、１１番岡

本美代子さんの一般質問を終わります。 

以上で、本日の一般質問を終わります。 

──────────────────── 

◎散会宣告 

○議長（大原 昇君） 以上で、本日の日

程は全部終了しました。 



 

－ 94 － 

本日はこれで散会します。 

御苦労さまでした。 

 

午後 ４時０５分 散会   
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